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－コウノトリ悠然と舞う ふるさと－ －コウノトリ悠然と舞う ふるさと－ 

12 25月 日発行 

　市では、環境にやさしい社会を目指す「バイオマスタウ
ン構想」の取組みの一環として、間伐材や廃材などを燃料
として利用するペレットストーブを、１１月２６日に、市役所市
民課ロビーと農林水産課に１台ずつ設置しました。
　ペレットストーブ１台の導入により、灯油ストーブに比
べ５カ月間で燃料費を約１０万円、二酸化炭素の排出量をド
ラム缶で約１１，０００本分削減できる上に、ふく射熱で室内全
体の暖かさを長時間保つことができます。
　市民課ロビーでは、赤々と燃え上がる炎に自然と来庁者
が集まり、体を温めながらしばらく見入っていました。
　また、民間業者から寄贈いただいた２台は、コウノトリ文
化館とコウノトリ本舗に設置しています。

市役所本庁舎にペレットストーブを設置市役所本庁舎にペレットストーブを設置

燃え上がる炎に燃え上がる炎に　　
心まで温か　　　心まで温か
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「
伝
統
的
建
造
物
群
」
は
、
昭

和　

年
の
文
化
財
保
護
法
の
改
正

５０
に
よ
り
、
歴
史
的
な
ま
ち
な
み
保

存
の
た
め
に
加
え
ら
れ
た
文
化
財

の
一
種
で
す
。

　

こ
れ
に
は
、
伝
統
的
建
造
物
以

外
の
建
物
や
自
然
な
ど
が
伝
統
的

建
造
物
と
一
体
と
な
っ
て
歴
史
的

な 
趣 
や
あ
じ
わ
い
を
形
づ
く
っ
て

お
も
む
き

い
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

保
存
す
る
地
区
の
範
囲
は
市
町

村
が
決
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

て
、
出
石
伝
建
地
区
は
昨
年
６
月

に
都
市
計
画
決
定
し
ま
し
た
。

　

国
は
、
伝
建
地
区
の
中
で
も
、

そ
の
価
値
が
特
に
高
い
も
の
を
重

要
伝
建
地
区
に
選
定
し
ま
す
。
こ

の
た
び
の
国
の
選
定
に
よ
り
、
出

石
城
下
町
の
ま
ち
な
み
は
、
重
要

文
化
財
の
よ
う
に
国
民
的
な
歴
史

遺
産
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た

と
い
え
ま
す
。

　

旧
出
石
町
で
は
、
昭
和　

年
に

６２

城
下
町
の
一
定
区
域
を
「
景
観
形

成
地
区
」
と
す
る
指
定
を
兵
庫
県

か
ら
受
け
る
と
と
も
に
、
建
物
を

建
築
す
る
際
の
基
準
と
す
る
「
出

石
城
下
町
地
区
景
観
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
策
定
し
、
歴
史
的
な
ま
ち

な
み
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
は
強
制
力
が
な
い
こ
と
か
ら
、

基
準
を
満
た
さ
な
い
建
物
が
増
加

し
、
地
域
住
民
の
共
有
財
産
で
あ

る
歴
史
的
な
ま
ち
な
み
の
維
持
が

難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
市
は
昨
年　

月
、

１２

「
豊
岡
市
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
保
存
条
例
」（
保
存
条
例
）を

制
定
し
、
全
国
の
景
観
先
進
地
が

取
り
組
ん
で
成
功
し
て
い
る
伝
建

地
区
保
存
制
度
を
利
用
し
て
、
城

下
町
の
歴
史
的
な
ま
ち
な
み
を
保

存
整
備
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

「
豊
岡
市
出
石
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」が

「
豊
岡
市
出
石
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」が

国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
ま
し
た

国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
ま
し
た

　出石城下町の中心地域である「豊岡市出石伝統的建造物群保存地区」（出石伝
建地区）が１２月４日、文部科学省から正式に「重要伝統的建造物群保存地区」
（重要伝建地区）に選定されました。
　出石城下町のまちなみの歴史的な価値が国基準で認められたもので、今後は
国や県の財政的支援を受けて伝統的建造物の保存修理を進めるなど、歴史的資
源を活かして、地域住民の皆さんとともにさらなる愛着と魅力が溢れるまちづ
くりを行っていきます。　　　《問合せ》文化振興課または教育委員会出石分室

概　
要

経　
過
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主
に
、
出
石
町
材
木
、
魚
屋
、

内
町
、
八
木
、
本
町
、
宵
田
、
田

結
庄
の
各
地
区
で
、
近
世
の
出
石

城
跡
お
よ
び
城
下
町
の
町
人
地
の

大
部
分
と
旧
武
家
地
の
一
部
を
含

む
地
域
で
す
。
面
積
は
、
南
北
約

６
０
０
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
６
２

０
メ
ー
ト
ル
の
約　

ヘ
ク
タ
ー
ル
。

２３

　

伝
統
的
建
造
物
群
を
構
成
す
る

伝
統
的
建
造
物
な
ど
は
、
所
有
者

の
同
意
の
も
と
、
出
石
伝
建
地
区

保
存
計
画
で
特
定
し
ま
す
。

　

現
在
、
建
築
物
２
３
８
件
、
工

作
物（
塀
な
ど
）　

件
、
環
境
物
件

２３

（
樹
木
な
ど
）　

件
を
特
定
し
、
保

１１

存
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

①
ま
ち
な
み
規
制

　

歴
史
的
な
ま
ち
な
み
を
保
存
整

備
す
る
た
め
、
出
石
伝
建
地
区
内

で
建
物
の
増
改
築
・
改
装
・
取
り

壊
し
な
ど
を
行
う
際
に
は
、
保
存

条
例
に
よ
り
事
前
に
市
の
許
可
が

必
要
で
す
。
デ
ザ
イ
ン
、
色
彩
な

ど
の
外
観
が
ま
ち
な
み
に
調
和
す

る
こ
と
が
許
可
の
条
件
で
す
。

②
保
存
事
業
費
補
助
金

　

伝
統
的
建
造
物
を
保
存
す
る
た

め
に
行
う
修
理
工
事
や
、
伝
統
的

建
造
物
以
外
の
建
築
物
で
歴
史
的

な
ま
ち
な
み
に
調
和
さ
せ
る
た
め

に
行
う
工
事
（
新
築
・
増
改
築
・

改
装
な
ど
に
よ
る
修
景
工
事
）
の

経
費
の
一
部
を
下
表
の
と
お
り
補

助
し
、
ま
ち
な
み
の
保
存
整
備
を

図
り
ま
す
。

　

同
表
以
外
に
も
塀
・
石
垣
や
特

定
の
樹
木
な
ど
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

③
固
定
資
産
税
の
減
額

　

現
状
変
更
の
規
制
に
伴
う
措
置

と
し
て
、
伝
統
的
建
造
物
の
敷
地

に
か
か
る
固
定
資
産
税
の
２
分
の

１
を
、
そ
れ
以
外
の
土
地
に
か
か

る
同
税
の
５
分
の
１
を
、
そ
れ
ぞ

れ
申
請
に
よ
り
減
額
し
ま
す
。
ま

た
、
伝
統
的
建
造
物
の
建
物
に
か

か
る
固
定
資
産
税
は
、
地
方
税
法

に
よ
り
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

出
石
伝
建
地
区
の

所
在
地
・
面
積

出
石
伝
建
地
区
の

伝
統
的
建
造
物
群

伝
建
地
区
保
存
制
度
の概

要

限度額補助率補助対象経費事業の種類

８００万円経費の８０％
外観（構造材含む）
の修理経費

伝統的建造物の
修理

６００万円経費の６０％
外観（構造材含む）
の修景経費

その他の建築物
の修景

※修理基準・修景基準を満たす必要があります。
※文化財整備としての優先度（老朽化の度合い、面的な整備
計画など）を考慮するとともに、保存審議会などの意見を
聴いて、予算の範囲内で補助金を交付します。

※国の指導により、伝統的建造物の修理を優先します。

■保存事業費補助金

▲伝統的建造物が残るまちなみ ▲多くの観光客でにぎわう中心部

▲所々に残る伝統的な格子 ▲江戸時代から残る酒蔵

伝統的建造物群保存地区 

凡　　例 

出石総合支所 出石総合支所 

永楽館 永楽館 
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市
で
は
、
市
の
基
本
構
想
で
定

め
た
目
指
す
べ
き
ま
ち
の
将
来
像

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
悠
然
と
舞
う　
ふ

る
さ
と
」
の
実
現
に
向
け
て
、
市

民
が
親
し
み
を
も
っ
て
永
く
愛
唱

で
き
る
「
豊
岡
市
歌
」
の
制
定
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
わ

が
ま
ち
へ
の
誇
り
や
愛
着
、
一
体

感
を
感
じ
て
い
た
だ
き
、
豊
か
な

自
然
と
歴
史
や
文
化
に
恵
ま
れ
た

市
の
イ
メ
ー
ジ
を
市
内
外
に
ア

ピ
ー
ル
し
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
す

る
た
め
、
７
月　

日
か
ら
９
月　

２５

１０

日
ま
で
の
期
間
、
市
歌
の
「
歌

詞
」
の
一
般
公
募
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
市
内
外
の　

人
の

６４

方
か
ら　

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

７８

た
。

　

応
募
作
品
は
、
「
豊
岡
市
市
歌

選
定
委
員
会
」
で
、
市
の
明
る
い

未
来
を
想
像
さ
せ
、
市
の
イ
メ
ー

ジ
が
浮
か
ん
で
く
る
も
の
で
あ
る

か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
中
心
に

選
考
い
た
だ
き
、
そ
の
結
果
、
次

の
方
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

■
最
優
秀
作
品（
敬
称
略
）

▽ 
尾  
崎 　

龍
   
（
新
温
泉
町
）

お 

さ
き 

し
げ
み

■
優
秀
作
品

▽ 
駒  
井 　

瞭
   
（
大
阪
府
東
大
阪
市
）

こ
ま 

い 

り
ょ
う

　

市
で
は
、
選
定
委
員
会
の
報
告

を
受
け
、　

月　

日
、
次
の
最
優

１２

２１

秀
作
品
を
豊
岡
市
歌
の
「
歌
詞
」

と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
作
曲
は
、
選
定
委
員
会

で
検
討
の
結
果
、
合
唱
曲
を
中
心

に
人
の
声
の
温
か
さ
を
引
き
出
す

作
品
を
数
多
く
手
が
け
て
こ
ら
れ

た
岩
河
三
郎
さ
ん
（
神
奈
川
県
川

崎
市
）
に
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
、

３
月
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

完
成
後
、
市
歌
は
、
式
典
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
豊
岡
市
の
活
性
化

の
た
め
に
幅
広
く
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
応
募
の
機
会
を
得

て
、
ま
し
て
や
私
の
作
品
が
選
ば

れ
、思
い
が
け
な
い
評
価
を
い
た
だ

き
あ
り
が
た
く
、光
栄
に
思
い
ま
す
。

　

昭
和　

年
に
豊
岡
の
俳
句
会
に

３９

入
り
、
豊
岡
を
拠
点
と
し
て
活
動

を
続
け
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

俳
句
に
吟
行
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
。
仲
間
と
外
に
出
か
け
て

四
季
折
々
の
風
物
に
接
し
た
り
、

寺
社
や
旧
跡
を
訪
ね
た
り
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
も
の
と
の
出
会
い
触
れ

合
い
に
感
性
を
働
か
せ
、
句
を
作

る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　

長
年
に
わ
た
っ
て
の
吟
行
で
、

旧
１
市
５
町
に
も
ず
い
ぶ
ん
足
を

運
び
ま
し
た
。
目
か
ら
耳
か
ら
取

り
入
れ
た
も
の
を
言
葉
に
置
き
換

え
て
み
ま
し
た
。

　

こ
の
情
景
、
こ
の
風
景
の
中
に

自
分
が
い
る
と
感
じ
て
も
ら
え
る

歌
詞
の
一
行
が
あ
れ
ば
幸
い
で
す
。

《
問
合
せ
》
総
務
課
行
政
係 歌詞が採用された

尾崎　龍さん

豊
岡
市
歌 

一
　
霧
の
と
ば
り
の
　
晴
れ
上
が
り 

　
　
円
山
川
の
　
ゆ
る
や
か
に 

　
　
岸
辺
に
移
ろ
う
　
季
の
花 

　
　
山
並
　
鳥
か
げ
　
雲
の
い
ろ 

　
　
舟
唄
き
こ
え
る
　
川
面
で
す 

　
　
但
馬
ま
ほ
ろ
ば
　
豊
岡
の
郷 

二
　
緑
萌
え
で
る
　
山
河
の
朝 

　
　
大
き
翼
は
　
中
空
へ 

　
　
羽
ば
た
き
風
に
　
舞
い
上
が
る 

　
　
あ
あ
コ
ウ
ノ
ト
リ
　
こ
の
空
に 

　
　
い
の
ち
か
が
や
き
　
共
に
生
き
る 

　
　
但
馬
ま
ほ
ろ
ば
　
豊
岡
の
郷 

三
　
街
と
町
と
の
　
虹
の
橋 

　
　
花
の
香
り
の
　
と
ど
き
ま
す 

　
　
雪
の
便
り
も
　
と
ど
き
ま
す 

　
　
季
節
を
告
げ
る
　
海
の
幸 

　
　
い
の
ち
美
し
　
共
に
生
き
る 

　
　
但
馬
ま
ほ
ろ
ば
　
豊
岡
の
郷 

作
詞
　
尾
崎
　
龍 

き
り 

は 

あ 

ま
る 

や
ま 

が
わ 

き
し 

べ 

う
つ 

と
き 

は
な 

や
ま 

な
み 

と
り 

く
も 

ふ
な 

う
た 

か
わ 

も 

た
じ
ま 

お
か 

と
よ 

さ
と 

も 

み
ど
り 

つ
ば
さ 

な
か 

ぞ
ら 

お
お 

か
ぜ 

ま 

あ 

は 

そ
ら 

い 

と
も 

さ
ん 

が 

あ
さ 

た
じ
ま 

お
か 

と
よ 

さ
と 

ま
ち 

ま
ち 

か
お 
は
な 

た
よ 

ゆ
き 

き 

せ
つ 
つ 

う
み 

さ
ち 

い 

う
る
わ 

と
も 

に
じ 

は
し 

た
じ
ま 

お
か 

と
よ 

さ
と 

情
景
や
風
景
を
感
じ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
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■
神
戸
新
聞
社
賞

▽
水
嶋
香
織（
日
高
小
６
年
生
）

■
但
馬
文
化
協
会
長
賞

▽
岡
本　

梓（
新
田
小
４
年
生
）

▽
小
林
麻
衣（
竹
野
小
５
年
生
）

▽
藤
井
智
美（
日
高
西
中
３
年
生
）

■
豊
岡
市
長
賞

▽
高
階
咲
良（
三
方
小
２
年
生
）

▽
岸
本
珠
怜（
五
荘
小
３
年
生
）

▽
藤
本
早
苗（
豊
岡
総
合
高
３
年

　

生
）

■
豊
岡
市
議
会
議
長
賞

▽
三
輪
明
日
香
（
竹
野
南
小
２
年

【
入
賞
者（
特
選
以
外
）】（

敬
称
略
）

■
文
部
科
学
大
臣
賞

▽
妻
木
翠
舟（
姫
路
市
）

〔
市
内
関
係
分
〕

■
兵
庫
県
教
育
委
員
会
賞

▽
井
上
恵
梨
子（
森
本
中
２
年
生
）

　

生
）

▽
井
上　

航（
新
田
小
５
年
生
）

▽
國
村
拓
人（
寺
坂
小
６
年
生
）

▽
北
村
美
里（
豊
岡
北
中
３
年
生
）

■
豊
岡
市
教
育
委
員
会
賞

▽
柴
田
菜
央（
日
高
小
５
年
生
）

▽
倉
橋　

葵（
豊
岡
北
中
１
年
生
）

　
　

月　

日
、
仲
田
光
成
記
念
豊

１１

２５

岡
竹
野
か
な
書
碑
街
道
づ
く
り
事

業
の
竣
工
記
念
式
が
、
同
実
行
委

員
会
の
主
催
に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
竹
野

駅
前
の
県
道
歩
道
敷
地
内
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
同
地
に
建
立
さ
れ
た

仲
田
光
成
さ
ん
の
書
を
刻
ん
だ
石

碑
の
除
幕
が
関
係
者
ら
に
よ
り
行

わ
れ
、
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

書
碑
は
、
同
地
以
外
に
も
竹
野

総
合
支
所
、
小
守
神
社
前
（
松
本

区
）、竹
野
海
岸
緑
地
内
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

か
な
書
碑
街
道
を
整
備▲書碑の除幕を行い完成を祝う関

係者ら

　

日
本
の
か
な
書
道
界
の
重
鎮
、
仲
田
光
成
さ
ん
の
偉
業
を
記
念
し
、

か
な
書
の
普
及
と
地
域
文
化
の
高
揚
を
願
い
創
設
し
た
「
仲
田
光
成
記

念
第
７
回
豊
岡
竹
野
全
国
か
な
書
展
」
を
、　

月　

日
〜　

日
の
４
日

１１

２２

２５

間
、
竹
野
北
前
館
と
中
竹
野
ふ
る
さ
と
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
全
国　

都
道
府
県
か
ら
前
回
を
２
０
０
点
以
上
も
上
回
る

２９

４
、３
５
８
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、入
賞（
特
選
以
上
）１
０
９
点
と
入

選
２
、６
０
５
点
を
決
定
し
、
展
示
し
ま
し
た
。

　
　

日
に
は
、
竹
野
総
合
支
所
で
表
彰
式
を
行
い
、
受
賞
者
に
賞
状
や

２５
記
念
品
な
ど
を
贈
り
ま
し
た
。　　
《
問
合
せ
》
竹
野
総
合
支
所
総
務
課▲入賞と入選作品がずらりと並ぶ「豊岡竹野全国かな書展」

（中竹野ふるさと館）

文部科学大臣賞
妻木翠舟作

播
磨
野
は
朝
す
が
し
き
浅
霧
の
松
の
上
な
る
白
鷺
の
城
（
長
塚　

節
）

仲田光成プロフィール

明治３２年、城崎郡
中竹野村（現 ･豊
岡市竹野町松本）
に生まれる。大正
１２年、近代仮名書
道の第一人者であ
る尾上柴舟に出会
い師事する。昭和
２１年、学習院講師
を拝命し、以後、

若くして古典を究め、鋭い線条による空
間構成で独自の大字仮名を確立した。ま
た、平安古筆を基礎に、現在の美意識で
表現した典雅な細字作品においても、「仲
田流」と称され一時代を画した。昭和４４
年、学習院を７０歳で定年退職。平成１５年、
１０４歳で逝去。

第
７
回
豊
岡
竹
野
全
国
か
な
書
展 

入
賞
・
入
選
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た 
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▲放鳥コウノトリのヒナが国内の自然界で４６年
ぶりに巣立ち

▲日欧共同ワークショップ・シンポジウムがド
イツに続き豊岡で開催

▲図書館ネットワーク完成。蔵書検索が便利に
なりました

▲コウノトリ子育て支援メッセージを展開。赤
ちゃん運動会では７０組の親子でにぎわいまし
た

平
成
１９
年 

豊
岡
市

豊
岡
市
「
１
年
の
歩
み
歩
み
」 
豊
岡
市

豊
岡
市
「
１
年
の
歩
み
歩
み
」 
豊
岡
市
「
１
年
の
歩
み
」

●
１
月

４
日
・
豊
岡
市
賀
詞
交
換
会

７
日
・
豊
岡
市
成
人
式

　

日
・
台
風　

号
災
害
復
興
支
援
お
礼「
雪

１３

２３

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」（
〜　

日
）

１４

　

日
・
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
ー
西
日
本
㈱
と
災

１６

害
協
定
締
結

　

日
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
メ
リ
災
害
対
策
セ
ン

１７

タ
ー
と
災
害
協
定
締
結

　

日
・
城
崎
温
泉
の
町
並
み
が
「
美
し
い
日

３１

本
の
歴
史
的
風
土
１
０
０
選
」
に
選

定

●
２
月

１
日
・
雪
崩
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

日
・
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
策

２０

定
委
員
会
が
提
出

　
　

・
㈱
さ
と
う
と
災
害
協
定
締
結

　
　

・
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
推
進
フ
ォ
ー

ラ
ム

　
　

・
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
舞
い
降
り
る
田
ん

ぼ
」
に
市
内
５
地
区
認
定

　

日
・
野
生
コ
ウ
ノ
ト
リ
「
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
」

２７

の
死
亡
を
確
認

●
３
月

１
日
・
地
域
ブ
ラ
ン
ド
フ
ォ
ー
ラ
ム

８
日
・
住
民
票
等
の
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
ス

タ
ー
ト

　

日
・
第
４
回
東
井
義
雄
賞
「
い
の
ち
の
こ

１０

と
ば
」
入
賞
作
品
発
表
会

　

日
・
但
東
ダ
ム
竣
工
式

１８
　

日
・
安
川
神
社
の
ム
ク
ノ
キ
を
市
の
天
然

２２

記
念
物
に
指
定

　
　

・
コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗
オ
ー
プ
ン

　

日
・
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
書
公
表

２９
　

日
・
豊
岡
市
総
合
計
画
策
定

３０
　
　

・
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域
行
動
計

画
改
訂

　
　

・
豊
岡
市
学
校
整
備
計
画
策
定

　
　

・（
仮
称
）「
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿

地
」
整
備
基
本
構
想
・
計
画
策
定

　
　

・
豊
岡
市
地
域
情
報
化
基
本
計
画
策
定

　
　

・
国
へ
平
成　

年
台
風　

号
災
害
復
旧

１６

２３

事
業
補
助
金
の
一
部
返
還

　
　

・
㈱
ト
ヨ
ダ
と
災
害
協
定
締
結

　
　

・
市
勢
要
覧
英
語
版
作
成

　
　

・
子
育
て
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成

●
４
月

１
日
・
市
の
組
織
変
更
「
政
策
調
整
部
」「
防

災
安
全
課
」「
新
庁
舎
建
設
推
進
室
」

「
こ
ど
も
育
成
課
」
設
置

　
　

・
鳥
居
や
す
ら
ぎ
市
民
農
園
オ
ー
プ
ン

　
　

・
竹
野
南
森
林
公
園
開
園

　

日
・
２
０
０
７
た
ん
と
う
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

１３

ま
つ
り
（
〜　

日
）

２４

　

日
・
福
住
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

２２●
５
月

１
日
・
総
務
省
の
「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
申
請

　

日
・
国
の
天
然
記
念
物
玄
武
洞
が
「
日
本

１０

の
地
質
百
選
」
に
選
定

　

日
・
第　

回
水
道
ま
つ
り

１１

８６

　

日
・
放
鳥
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ヒ
ナ
誕
生

２０
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日
・
コ
ー
プ
こ
う
べ
と
レ
ジ
袋
削
減
に
関

２５

す
る
協
定
締
結

　

日
・
豊
岡
市
震
災
総
合
防
災
訓
練

２６
　

日
・
豊
岡
市
職
員
人
材
育
成
基
本
方
針
策

３１

定

●
６
月

１
日
・
合
橋
地
区
公
民
館
竣
工
式

２
日
・
植
村
直
己
冒
険
賞
授
賞
式
・
記
念
講

演
会

５
日
・「
被
災
地
か
ら
お
く
る
防
災
・
減

災
・
復
旧
ノ
ウ
ハ
ウ
集
」
発
刊

　

日
・
総
務
省
の
「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ

１０

グ
ラ
ム
」
で
菅
総
務
大
臣
が
本
市
視

察

　

日
・
豊
岡
市
感
謝
状
贈
呈
式

２８
　

日
・
日
欧
共
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
シ
ン

２９

ポ
ジ
ウ
ム（
ド
イ
ツ
）で
市
長
が
講
演

（
〜
７
月　

日
）

１０

●
７
月

５
日
・
環
境
経
済
型
事
業
セ
ミ
ナ
ー
（
市
民

環
境
大
学
）

　

日
・
運
動
遊
び
の
つ
ど
い

１６
　

日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
フ
ェ
ス
テ
ィ

２８

バ
ル　

（
〜　

日
）

’０７

２９

　
　

・
ひ
の
そ
島（
円
山
川
中
州
）掘
削
完
成

　

日
・
放
鳥
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ヒ
ナ
巣
立
ち

３１●
８
月

４
日
・
サ
マ
ー
・
ス
ノ
ー
・
フ
ェ
ス
タ
（
〜

５
日
）

５
日
・
出
石
藩
夏
祭
り
「
ゆ
ら
ぎ
の
回
廊
」

（
〜　

日
）

１５

７
日
・
神
鍋
山
周
遊
公
園
整
備
事
業
完
成

　

日
・
豊
岡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ク
セ
ス
数

２２

１
５
０
万
件
達
成

　

日
・
京
丹
後
市
と
の
合
同
会
議
・
図
書
館

２３

相
互
利
用
協
定
書
締
結

　

日
・
外
国
人
漁
業
研
修
生
受
入
（
〜
平
成

２５

　

年
８
月　

日
）

２０

２５

　

日
・
第　

回
兵
庫
神
鍋
高
原
マ
ラ
ソ
ン
全

２６

２８
国
大
会

　
　

・
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
早
期
実
現
促

進
大
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

●
９
月

　

日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
自
然
放
鳥
（
城
崎
町

２２

楽
々
浦
）

　
　

・
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
生
す
る
地
域
づ
く

り
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
自
然
放
鳥
（
日
高
町
山

２３

本
）

●　

月
１０

１
日
・
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
子
育
て
支
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
を
展
開

　
　

・
豊
岡
市
幼
保
対
策
審
議
会

２
日
・
Ｏ
ホ
テ
ル
と
災
害
協
定
締
結

５
日
・
日
欧
共
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
（
〜
６
日
）

７
日
・
地
域
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

８
日
・
と
よ
お
か
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
０
７

　

日
・
鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
整
備
促
進

１３

大
会

　

日
・（
仮
称
）但
東
北
部
温
泉
施
設
の
名
称

１６

（
案
）が
「
た
ん
た
ん
温
泉　

福
寿
の

湯
」
に
決
定

　

日
・
第　

回
大
石
り
く
ま
つ
り
（
〜　

２０

１０

２１

日
）

　

日
・
台
風　

号
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
「
防
災

２１

２３

の
つ
ど
い
＆
ゴ
ス
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

日
・
一
般
廃
棄
物
再
生
利
用
事
業
者
指
定

２６

（
第
１
号
）

●　

月
１１

１
日
・
地
域
航
空
フ
ォ
ー
ラ
ム
／　
０７

　
　

・
第　

回
豊
岡
市
美
術
展
・
全
但
児
童

５８
生
徒
作
品
展
（
〜
５
日
）

　
　

・
運
動
遊
び
事
業
普
及
啓
発
用
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成

２
日
・（
仮
称
）木
屋
町
小
路
の
テ
ナ
ン
ト
予

定
者
決
定

３
日
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
豊
岡
市
バ
ー

チ
ャ
ル
美
術
館
」
開
設

　
　

・
第
９
回
全
日
本
身
体
障
害
者
野
球
選

手
権
大
会
（
〜
４
日
）

４
日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
開
園
記
念

フ
ォ
ー
ラ
ム

６
日
・
図
書
館
城
崎
分
館
オ
ー
プ
ン
・
図
書

館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
完
成

７
日
・
Ｊ
Ｒ
城
崎
温
泉
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

完
成

８
日
・
第
２
次
霊
園
整
備
事
業
候
補
地
決
定

　

日
・
兵
庫
県
保
育
大
会

１０
　

日
・
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）

１３

を
学
校
給
食
配
送
車
に
使
用

　

日
・
市
議
会
正
副
議
長
等
役
員
人
事
決
定

１４

　
　

・
空
き
容
器
回
収
機
（
Ｒ
Ｖ
Ｍ
）
を
市

内
３
カ
所
に
設
置

　

日
・
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
試
験
放
流

１６
　

日
・
赤
ち
ゃ
ん
運
動
会
「
元
気
に
大
き
く

１７

な
ぁ
ー
れ
」

　

日
・
仲
田
光
成
記
念
「
第
７
回
豊
岡
竹
野

２２

全
国
か
な
書
展
」（
〜　

日
）

２５

　
　

・
豊
岡
市
子
育
て
支
援
ご
よ
み
配
布

　

日
・
日
本
文
化
デ
ザ
イ
ン
会
議
２
０
０
７

２３

兵
庫
豊
岡
会
議

　

日
・
仲
田
光
成
記
念
豊
岡
竹
野
か
な
書
碑

２５

街
道
づ
く
り
事
業
竣
工
式

　
　

・
子
ど
も
の
野
生
復
帰
大
作
戦
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム

　

日
・
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
設
置

２６
　

日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
（
但
馬
―
大

２７

阪
路
線
）
搭
乗
者　

万
人
達
成

３０

　

日
・
豊
岡
市
地
域
公
共
交
通
会
議

２８●　

月
１２

４
日
・
出
石
の
ま
ち
な
み
が
国
の
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定

　
　

・
と
よ
お
か
子
育
て
家
庭
応
援
カ
ー
ド

発
行

　
　

・
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
素

案
）
説
明
会
（
〜　

日
）

１８

７
日
・「
平
尾
家
住
宅
」
が
国
指
定
登
録
有

形
文
化
財
と
し
て
答
申

　

日
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
と
よ
お
か
子

１０

ど
も
情
報
『
す
く
す
く
タ
ウ
ン
』」
開

設

　

日
・
豊
岡
市
歌
の
歌
詞
決
定

２１
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月
３
日
、
平
成　

年
第
６
回

１２

１９

市
議
会
定
例
会
が
開
会
さ
れ
ま
し

た
。

　

は
じ
め
に
、
市
長
か
ら
公
共
下

水
道
の
豊
岡
処
理
区
に
お
け
る
下

水
道
受
益
者
負
担
金
の
事
務
処
理

誤
り
に
つ
い
て
報
告
と
お
詫
び
を

し
、
続
い
て
道
路
特
定
財
源
安
定

確
保
、
暫
定
税
率
の
適
用
期
限
の

延
長
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
理
解

と
協
力
を
お
願
い
し
、
当
面
す
る

市
政
の
諸
課
題
な
ら
び
に
提
出
議

案
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
円
山
川
緊
急
治
水
対
策
事
業

　

こ
の
事
業
に
関
連
し
て
、
六
地

蔵
区
の
皆
さ
ん
は
隣
の
日
撫
区
に

加
わ
る
１
世
帯
を
残
し
て
全
戸
移

転
さ
れ
、
区
と
し
て
の
幕
が
降
り

ま
し
た
。
決
断
い
た
だ
い
た
こ
と

に
敬
意
と
感
謝
を
捧
げ
ま
す
。

　

治
水
事
業
が
完
成
す
れ
ば
多
く

の
市
民
が
恩
恵
を
受
け
ま
す
が
、

そ
こ
に
は
誰
か
の
協
力
が
あ
っ
た

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

○
総
合
流
域
防
災
事
業

　

円
山
川
下
流
部
は
、
円
山
川
下

流
部
治
水
対
策
協
議
会
に
お
い
て

災
害
防
止
に
向
け
た
対
策
の
検
討

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
協
議
会

の
意
向
を
受
け
協
議
し
た
結
果
、

今
津
地
区
の
浸
水
被
害
の
防
止
と

軽
減
に
向
け
て
、
総
合
流
域
防
災

事
業
を
実
施
す
る
運
び
と
な
り
ま

し
た
。

　

事
業
主
体
は
市
で
、
事
業
期
間

は
本
年
度
か
ら
平
成　

年
度
の
３

２１

カ
年
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
市
民
総
合
健
診

　

平
成　

年
４
月
に
「
高
齢
者
の

２０

医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
が

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
こ
れ

ま
で
市
が　

歳
以
上
の
市
民
を
対

４０

象
に
実
施
し
て
き
た
基
本
健
康
診

査
は
、　

歳
か
ら　

歳
の
方
に
つ

４０

７４

い
て
は
医
療
保
険
者
が
、　

歳
以

７５

上
の
方
に
つ
い
て
は
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
が
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
が
ん
検
診
に
つ

い
て
は
、
従
来
ど
お
り
、
市
が
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

健
診
の
対
象
者
や
実
施
主
体
が

こ
れ
ま
で
と
異
な
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
健
診
環
境
の
改
善
や
健
診

内
容
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
基
本

に
、平
成　

度
年
か
ら
名
称
を「
す

２０

こ
や
か
市
民
ド
ッ
ク
」
と
し
て
実

施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
よ
り

一
層
充
実
し
た
も
の
と
す
る
と
と

も
に
、
健
診
が
円
滑
に
実
施
で
き

る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

○
広
域
的
障
害
児（
者
）

　
　
　
　
　

療
育
セ
ン
タ
ー
整
備

　

本
年
４
月
に
、
本
市
が
香
美
町
、

新
温
泉
町
か
ら
事
務
の
委
託
を
受

け
、
北
但
１
市
２
町
で
の
共
同
設

置
で
整
備
を
行
う
べ
く
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
名
称
は
「
北
但
広
域
療

育
セ
ン
タ
ー
」
と
し
、
平
成　

年
２０

１
月
に
工
事
着
手
し
、
同
年
８
月

の
工
事
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

○
第
２
次
霊
園
整
備
事
業

　
　

月
８
日
付
で
、
市
場
区
か
ら

１１
第
２
次
霊
園
整
備
事
業
受
入
れ
に

つ
い
て
の
正
式
な
合
意
文
書
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

市
は
、
平
成　

年
度
完
成
を
目
指

２２

し
て
事
業
に
着
手
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

　
　
　
　
　
　

野
生
復
帰
の
推
進

　

本
年
９
月
に
放
鳥
さ
れ
た
５
羽

の
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
、
す
べ
て
元
気

に
豊
岡
の
空
を
舞
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
県
で
は
、
今
後
は
、
こ
れ

ま
で
の
評
価
検
証
や
自
立
化
な
ど

へ
の
手
法
等
の
確
立
に
力
を
入
れ

る
た
め
、
試
験
放
鳥
を
休
止
す
る

旨
、
発
表
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
（
仮
称
）ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿

地
に
つ
い
て
は
、
県
お
よ
び
市
に

よ
り
、
本
年
度
と
平
成　

年
度
の

２０

２
カ
年
に
わ
た
り
湿
地
基
盤
整
備

等
を
行
い
ま
す
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
の
取
組

み
は
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
関

す
る
重
要
な
取
組
み
と
言
え
ま
す

が
、
国
連
が
定
め
た
国
際
デ
ー
の

一
つ
に
５
月　

日
の
「
国
際
生
物

２２

多
様
性
の
日
」
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
記
念
行
事
が
、
国
、
県
お
よ
び

市
の
共
催
に
よ
り
、
平
成　

年
度

２０

に
は
本
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
平
成　

年
５
月　

２０

２４

日
か
ら　

日
に
か
け
て
神
戸
市
で

２６

開
催
予
定
の
Ｇ
８
環
境
大
臣
会
合

と
の
効
果
的
な
連
携
も
図
れ
る
よ

う
、
有
意
義
な
イ
ベ
ン
ト
を
検
討

し
、
市
内
外
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野

生
復
帰
の
情
報
発
信
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
環
境
経
済
戦
略
の
推
進

　

環
境
経
済
戦
略
の
一
つ
で
あ
る

コ
ウ
ノ
ト
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い

て
は
、
大
手
旅
行
会
社
が
昨
年
か

ら
販
売
し
て
い
る
団
体
向
け
の
旅

行
商
品
を
、
本
年
４
月
か
ら　

月
１０

ま
で
の
７
カ
月
間
で
、約
１
千
人
の

方
が
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
市
と
し

て
は
、
平
成　

年
度
以
降
も
継
続

２０

実
施
と
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
支

援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

環
境
経
済
型
事
業
へ
の
取
組
み

を
支
援
す
る
た
め
の
環
境
経
済
型

事
業
推
進
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

先
駆
的
事
業
で
１
件
、
未
活
用
資

源
を
活
用
し
た
事
業
で
４
件
に
対

し
て
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
業
者
の
方
の
要
望
に

応
じ
、
市
で
は
、
事
業
者
に
研
究

者
を
紹
介
し
、
産
と
学
を
つ
な
ぐ

取
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
す
で
に

１
件
は
共
同
研
究
が
行
わ
れ
る
見

通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

ま
す
ま
す
連
携
が
進
む
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

○
広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

建
設
計
画

　

現
在
、
北
但
行
政
事
務
組
合
で

は
、
経
済
性
、
効
率
性
を
重
視
し

て
、
ご
み
・
汚
泥
量
の
重
心
と
な

る
豊
岡
市
福
田
か
ら
道
路
延
長　
１５

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
を
選
定
範
囲

と
し
た
施
設
候
補
地
の
選
定
作
業

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
度
内
に
候
補
地
が
決
定
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市 

政 

の 

動 

き 
市
長
総
括
説
明
 から 

安
全
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち

人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち
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○
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
推
進
事
業

　

搾
油
し
た
ナ
タ
ネ
油
は
、　

月
１１

に
竹
野
、
日
高
の
そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
給
食
で
天
ぷ
ら
油
と
し
て
使
用

し
て
子
ど
も
た
ち
に
提
供
し
ま
し

た
。併
せ
て
、学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
廃
食
油
の
Ｂ
Ｄ
Ｆ
精
製

を
開
始
し
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

配
送
車
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
取

組
み
と
し
て
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

２
台
を
購
入
し
、
民
間
業
者
か
ら

寄
付
さ
れ
た
１
台
と
と
も
に
設
置

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

○（
仮
称
）木
屋
町
小
路
整
備
事
業

　

現
在
、
工
事
は
順
調
に
進
捗
し

て
お
り
、
平
成　

年
６
月　

日
に

２０

３０

完
成
予
定
で
す
。
テ
ナ
ン
ト
区
画

の
入
居
予
定
者　

名
も
決
定
し
、

１０

今
後
、
協
議
を
重
ね
、
平
成　

年
２０

夏
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
作
業

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
議
会
に
施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
を
提
出
し
て
お

り
、
ま
た
、
指
定
管
理
者
の
指
定

に
係
る
議
案
に
つ
い
て
は
平
成　
２０

年
３
月
市
議
会
定
例
会
に
提
出
す

る
予
定
で
す
。
指
定
管
理
者
に
は
、

城
崎
町
商
工
会
を
非
公
募
で
選
定

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
竹
貫
地
区
分
譲
宅
地
の
計
画

　

こ
の
分
譲
宅
地
は
、
旧
日
高
町

に
お
い
て
国
府
地
区
の
人
口
増
を

目
的
に
造
成
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
分
譲
地

は
今
後
も
多
額
の
事
業
費
を
要
し
、

分
譲
予
定
価
格
が
高
額
に
な
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
、
付
近
に

整
備
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
道
路
が

県
の
単
独
事
業
と
し
て
進
め
ら
れ

て
い
る
が
、
分
譲
開
始
ま
で
に
整

備
さ
れ
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
ま
ま
宅
地

の
整
備
計
画
を
進
め
る
に
は
非
常

に
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
事
業
の
在
り
方
に
つ
い

て
改
め
て
検
討
し
、
本
年
度
内
に

は
方
針
を
出
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

○
全
但
バ
ス
の
路
線
休
止
申
出
に

対
す
る
取
組
み

　
　

月
に
、
休
止
申
出
路
線
沿
線

１１
地
域
の
全
世
帯
お
よ
び
そ
の
他
の

地
域
か
ら
無
作
為
抽
出
し
た
世
帯

を
合
わ
せ
た
約
６
、７
０
０
世
帯

を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。　

月
中
に
は
集
計
を
完

１２

了
し
て
年
明
け
早
々
に
分
析
に
入

る
予
定
で
す
。

　

今
後
は
、
早
急
に
公
共
交
通
に

関
す
る
基
本
指
針
の
検
討
を
行
い
、

市
と
し
て
の
一
定
の
方
針
を
決
め

た
上
で
、
休
止
申
出
路
線
へ
の
対

応
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

○
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

　
　
　
　
　
　

保
存
地
区
の
選
定

　
　

月　

日
、
国
の
文
化
審
議
会

１０

１９

が
出
石
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
を
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
に
選
定
す
る
よ
う
文
部
科
学

大
臣
に
答
申
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
文
部
科
学
大

臣
が　

月
中
に
も
官
報
告
示
し
、

１２

そ
の
告
示
日
を
も
っ
て
正
式
決
定

と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
度
の
選
定
に
よ
り
、
出
石

の
城
下
町
地
域
の
文
化
財
的
価
値

が
名
実
と
も
に
認
め
ら
れ
、
出
石

地
域
の
観
光
の
み
な
ら
ず
本
市
の

経
済
に
大
き
な
波
及
効
果
が
期
待

さ
れ
、
市
と
し
て
も
、
出
石
の
持

つ
文
化
的
資
源
を
活
か
し
た
個
性

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
一
層
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
宅
地
に
関
す
る
固
定
資
産
税
の

　
　
　
　

課
税
誤
り
の
点
検
状
況

　

日
高
地
域
に
お
い
て　

あ
る
大

６８

字
の
う
ち
、　

の
大
字
を
路
線
価

２６

方
式
で
評
価
し
、
残
る　

の
大
字

４２

を
標
準
宅
地
比
準
方
式
で
評
価
し

て
い
ま
す
。

　
　

月　

日
に　

の
大
字
す
べ
て

１１

１９

２６

の
宅
地
に
つ
い
て
点
検
が
完
了
し

ま
し
た
。
標
準
宅
地
比
準
方
式
の

　

の
大
字
に
つ
い
て
は
、　

月
末

４２

１２

日
ま
で
に
現
地
調
査
を
行
い
、
本

年
度
内
に
全
体
の
処
理
を
終
了
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
施
設
使
用
料
の
見
直
し（
一
元
化
）

　

現
在
、
市
の
各
施
設
の
使
用
料

の
中
に
は
、
料
金
設
定
や
利
用
区

分
な
ど
、
内
容
の
統
一
が
図
れ
て

い
な
い
も
の
も
一
部
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
施
設
を
利
用
す
る
方

の
公
平
性
の
確
保
を
主
眼
に
置
い

た
使
用
料
の
一
元
化
を
図
る
た
め
、

今
議
会
に
関
係
条
例
の
改
正
案
を

提
出
し
て
い
ま
す
。

　

新
料
金
に
つ
い
て
は
、
平
成　
２０

年
４
月
１
日
か
ら
適
用
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

○
都
市
計
画
税
の
見
直
し

　

９
月
の
市
議
会
定
例
会
で
説
明

し
、　

月
に
は
全
員
協
議
会
を
煩

１１

わ
し
、
市
民
負
担
の
不
公
平
是
正

を
図
る
と
と
も
に
、
将
来
の
財
源

確
保
の
た
め
に
、
都
市
計
画
税
の

市
全
域
課
税
や
固
定
資
産
税
の
超

過
課
税
と
い
っ
た
選
択
肢
を
示
し
、

意
見
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
市
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
適
切

な
結
論
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て

い
き
ま
す
。

○
事
務
事
業
評
価
の
導
入

　

予
算
・
人
員
等
の
行
政
資
源
が

限
ら
れ
て
い
る
中
で
、
市
が
目
指

す
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
、
行

政
活
動
の
基
本
単
位
で
あ
る
事
務

事
業
に
つ
い
て
評
価
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
改
善
・
改
革
の
取
組
み

に
つ
な
げ
て
い
く
も
の
で
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
導
入
し
た
い

２０

と
考
え
て
い
ま
す
。

○
豊
岡
市
歌
、
市
の
鳥
等
の
制
定

　

市
歌
に
つ
い
て
は
最
優
秀
作
品

１
点
を
内
定
し
、
現
在
、
補
作
詞

な
ど
調
整
を
進
め
て
お
り
、
本
年

度
内
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
鳥
に
つ
い
て
は
、
人
と
自

然
が
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
」

を
制
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
機
会
に
合
わ
せ
て
、

市
の
両
生
類
に
大
災
害
か
ら
の
復

旧
・
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

特
別
天
然
記
念
物
の
「
オ
オ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
」
を
、
天
然
記
念
物

で
あ
る
玄
武
洞
が
本
年
５
月
に

「
日
本
の
地
質
百
選
」
に
認
定
さ

れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
「
玄
武
岩
」

を
市
の
石
と
し
て
制
定
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
市
の
鳥
、
両
生
類
お
よ

び
石
は
、　

月
中
に
告
示
す
る
予

１２

定
で
す
。

※市ホームページに「市長総括説明」の全文を掲載しています。

持
続
可
能
な

「
力
」を
高
め
る
ま
ち

市
政
の
運
営
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後期高齢者 市窓口 

病院・診療所等 広域連合 

保険料納入 

保険証の 
引き渡し 

医療費請求 

医療費支払 

保
険
証
の
提
示 

医
療
費
の
自
己
負
担
分
支
払 

診
　
療 

情
報
提
供 

保
険
証
の
発
行 

　
　

月　

日
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

１２

１０

が
、
現
在
の
老
人
保
健
制
度
に
か
わ
り
平
成　

年
４
月
か
ら
始
ま
り

２０

ま
す
。
こ
の
制
度
で
は
、
被
保
険
者
（
対
象
者
）
一
人
ひ
と
り
が
保

険
料
を
負
担
し
ま
す
。
こ
の
た
び
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
負
担
い

た
だ
く
保
険
料
率
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
県
内
均
一
の
保
険

料
率
適
用
が
原
則
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
医
療
費
が
県
内
の
平
均
よ

り　

％
以
上
低
い
市
町
に
住
所
を

２０
有
し
て
い
る
被
保
険
者
は
、
別
に

定
め
る
保
険
料
率
に
な
り
ま
す
。

　

兵
庫
県
内
で
は
、
豊
岡
市
の
み

が
こ
の
適
用
を
６
年
間
受
け
る
こ

と
に
な
り
、
平
成　

年
度
と
平
成

２０

　

年
度
の
２
年
間
の
保
険
料
率
は
、

２１左
表
の
と
お
り
で
す
。

■兵庫県内基準保険料率

４３，９２４円均等割額

８．０７％所得割率

■豊岡市適用保険料率

３９，０９３円均等割額

７．１９％所得割率

↓（６年間適用）

　

被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
で
等
し

く
負
担
す
る
応
益
分
（
被
保
険
者

均
等
割
額
）
と
、
所
得
に
応
じ
て

負
担
す
る
応
能
分（
所
得
割
額
）の

合
計
額
に
な
り
ま
す
。

　

所
得
割
額
の
算
定
対
象
所
得
は
、

「
前
年
の
総
所
得
金
額
等－

基
礎

控
除　

万
円
」
を
基
準
と
し
ま
す
。

３３

　

保
険
料
額
は
、
年　

万
円
が
上

５０

限
と
な
り
、
一
人
当
た
り
の
保
険

料
額
は
、
下
表
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。

一
人
当
た
り
の
保
険
料
額

（
豊
岡
市
適
用

保
険
料
率
で
表
示
）

５１，６６６円年額

４，３０５円月額

（豊岡市適用保険料率で算定）

８１，４００円年額

６，７８３円月額

（兵庫県内基準保険料率で算定）

［参考］１人当たり平均保険料額１人当たりの保険料額

均等割額

３９，０９３円

所得割額

（前年の総所得金額等－基礎控除３３万
円）×７．１９％　　　　　　　　　　

（豊岡市適用保険料率で算定）

＋

平
成
２０
年
４
月
か
ら
始
ま
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度 

平
成
２０
・
２１
年
度
の
保
険
料
率
が
決
定
し
ま
し
た 

７５
歳
（
一
定
の
障
害
が
あ
る
場
合
は
６５
歳
）
以
上
の
方
が
対
象 

保
険
料
率
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○
低
所
得
者
の
軽
減

　

同
一
世
帯
内
の
被
保
険
者
お
よ

び
世
帯
主
の
総
所
得
金
額
等
に
応

じ
て
、
保
険
料
の
応
益
分
（
被
保

険
者
均
等
割
額
）
に
つ
い
て
保
険

料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
市
で
所
得
が
確
認
で
き

る
被
保
険
者
に
は
、
申
請
が
な
く

て
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
未
申
告
等
で
所
得
が
確

認
で
き
な
い
被
保
険
者
は
、
適
用

す
る
た
め
に
、
簡
易
申
告
等
が
必

要
に
な
り
ま
す
（
同
一
世
帯
の
世

帯
主
も
所
得
の
確
認
が
で
き
な
い

場
合
は
軽
減
さ
れ
ま
せ
ん
）。

　

軽
減
割
合
は
、
同
一
世
帯
内
の

被
保
険
者
お
よ
び
世
帯
主
の
総
所

得
金
額
等
を
基
に
下
表
の
と
お
り

と
な
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
と
同
様
、
当
分

の
間
、
年
金
収
入
に
つ
き
公
的

保
険
料
の
軽
減

年
金
等
控
除
を
受
け
た
方
は
、

高
齢
者
特
別
控
除
（
総
所
得
金

額
等
か
ら　

万
円
を
控
除
）
が

１５

適
用
さ
れ
ま
す
。

○
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
（
扶

養
家
族
）
の
方
の
軽
減

　

資
格
取
得
日
の
前
日
に
お
い
て

被
用
者
保
険
（
健
保
、
船
保
、
各

共
済
）
の
被
扶
養
者
（
扶
養
家

族
）
で
あ
っ
た
方
は
、
資
格
取
得

日
の
属
す
る
月
以
降
２
年
を
経
過

す
る
月
ま
で
の
間
に
限
り
、
被
保

険
者
均
等
割
額
の
５
割
が
軽
減
さ

れ
、
所
得
割
は
課
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
平
成　

年
４
月
か
ら
９

２０

月
ま
で
は
保
険
料
を
徴
収
さ
れ
ず
、

　

月
か
ら
平
成　

年
３
月
ま
で
は
、

１０

２１

均
等
割
額
が
９
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
の　

歳
以
上
の
介
護
保
険

６５

料
の
納
め
方
と
同
様
に
原
則
と
し

て
、
年
金
か
ら
保
険
料
が
支
払
わ

れ
る
仕
組
み
を
導
入
し
ま
す
（
特

別
徴
収
）。

　

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
は
、
一
定
期
間
、
年
金

か
ら
の
徴
収
は
行
わ
れ
ず
、
納
付

書
や
口
座
振
替
等
に
よ
り
、
市
に

対
し
、
個
別
に
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
（
普
通
徴
収
）
。

①
年
金
額
が
年
額　

万
円
未
満
の

１８

方
②
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
を
合
わ
せ
た
額
が
、

年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る

方
③
４
月
２
日
以
降
に
新
た
に
資
格

を
得
る
方

※
現
在
、
加
入
さ
れ
て
い
る
国
民

健
康
保
険
の
保
険
税
、
会
社
の

健
康
保
険
の
保
険
料
に
代
わ
っ

て
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険

料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
加
入
さ
れ
て

い
る
健
康
保
険
の
資
格
は
、
喪

失
す
る
こ
と
に
な
り
、
保
険
料

が
二
重
に
か
か
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

○
特
別
徴
収
の
方

　
　

歳
以
上
の
方
（
４
月
１
日
現

７５
在
）
で
、
年
金
か
ら
の
徴
収
の
対

象
と
な
る
方
は
、
４
月
支
給
分
の

年
金
か
ら
徴
収
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

○
普
通
徴
収
の
方

　

７
月
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
予

定
で
す
（
今
後
、
市
の
条
例
で
納

期
を
決
定
し
ま
す
）。

　

保
険
料
額
の
決
定
通
知
書
は
、

７
月
に
送
付
し
ま
す
（
特
別
徴
収

の
方
は
、
仮
徴
収
額
の
決
定
通
知

書
を
４
月
初
旬
に
送
付
し
ま
す
）。

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
新
し
い
被

保
険
者
証
は
、
３
月
下
旬
に
送
付

し
ま
す
（
申
請
手
続
き
は
不
要
で

す
）。
４
月
１
日
以
降
に
医
療
を

受
け
る
場
合
は
、
必
ず
新
し
い
被

保
険
者
証
で
医
療
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
現
在
、
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
や
特
定

疾
病
療
養
受
療
証
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
に
は
、
合
わ
せ
て
そ
れ

ら
の
新
し
い
証
を
送
付
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
市
民
課
国
保
医
療
係

ま
た
は
兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
事
務
局
（
〒
６
５

０
‐
０
０
２
１　

神
戸
市
中
央

区
三
宮
町
１
‐
９
‐
１
‐
１
２

０
１
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ　

階
）
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.kouiki‐hyogo.jp

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

jim
ukyoku@

kouiki‐hyogo.jp

保
険
料
の
納
め
方

保
険
料
納
付
の
開
始
時
期

保
険
料
額
の
通
知

被
保
険
者
証
等
の
送
付

同一世帯内の被保険者および世帯主
の総所得金額等

軽減割合

基礎控除額（３３万円）以下７割軽減

基礎控除額（３３万円）
＋２４５,０００円×被保険者数（被保険者
である当該世帯主を除く）　以下

５割軽減

基礎控除額（３５万円）
＋３５万円×被保険者数　以下

２割軽減
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１ 組織状況 
※組織率＝組織あり÷地区数 

地域 地区数 
組　織　状　況 

組織あり 組織なし 組織率 

120  

2 8  

4 0  

6 8  

5 0  

4 0  

3 4 6

1 2 1  

3 1  

4 3  

7 0  

5 1  

4 2  

3 5 8

豊　岡 

城　崎 

竹　野 

日　高 

出　石 

但　東 

合　計 

1  

3  

3  

2  

1  

2  

1 2

99.2% 

90.3% 

93.0% 

97.1% 

98.0% 

95.2% 

96.6%

２ 規約作成状況 

0 20 40 60 80 100
（％） 

69.2

20.7

15.0

42.9

52.0

27.5

46.4 5.7 47.9

7.5 65.0

12.0 36.0

7.1 50.0

7.5 77.5

3.43.4 75.9

1.71.7 29.1豊岡 

城崎 

竹野 

日高 

出石 

但東 

合計 

作成済 作成予定 予定なし・未回答 

３ 災害時マニュアル作成状況 

0 20 40 60 80 100
（％） 

豊岡 

城崎 

竹野 

日高 

出石 

但東 

合計 

作成済 作成予定 予定なし・未回答 

24.2 16.7 59.1

17.2 13.8 69.0

10.0 10.0 80.0

20.0 17.1 62.9

34.0 18.0 48.0

7.5 10.0 82.5

20.6 15.2 64.2

４ 要援護者支援マニュアル作成状況 

0 20 40 60 80 100
（％） 

豊岡 

城崎 

竹野 

日高 

出石 

但東 

合計 

作成済 作成予定 予定なし・未回答 

82.86.910.3

82.57.510.0

68.620.011.4

60.018.022.0

80.012.57.5

71.316.112.6

68.319.212.5

　地震や風水害などの大災害が発生したとき、かけがえの
ない命と暮らしを守るためには、災害の初期段階に住民一
人ひとりが「自分たちのまちは自分たちで守る」という強
い意識を持って、適切な防災活動を行うことが重要になっ
てきます。
　住民の皆さんが団結して、組織的に行動する「自主防災
組織」は、そのような不測の事態に備えるため、自発的に
地域住民同士が協働して、地域の被害を最小限に抑えるこ
とを目的として作られた組織です。
　本市には、ほとんどの区に自主防災組織が結成されてい
ますが、その活動は組織により大きな開きがあり、また自
主防災組織の実態について、これまで十分な把握ができて
いませんでした。
　このため、市では、自主防災組織の今後の育成対策を図
るため、８月下旬から調査票を各地区に配布し、自主防災
組織の活動状況についての実態調査を行いました。このた
び、結果がまとまりましたので、市民の皆さんへお知らせ
します。

《問合せ》防災安全課防災係

▲初期消火訓練をする自主防災組織

平成１９年度 

「自主防災組織実態調査」 「自主防災組織実態調査」 「自主防災組織実態調査」 
の結果をお知らせします 
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５ 防災マップ作成状況 

0 20 40 60 80 100
（％） 

豊岡 

城崎 

竹野 

日高 

出石 

但東 

合計 

作成済 作成予定 予定なし・未回答 

5.8

13.8

15.0

10.0

14.0

10.0

8.9 12.6 78.5

90.0

12.0 74.0

17.1 72.9

7.5 77.5

6.9 79.3

14.2 80.0

0.00.0

６ 平常時の活動 

消火訓練 防災器具頒布・共同購入 
地区内防災巡視 災害時要援護者声かけ等 
防災知識啓発 防災訓練 その他 

消火訓練 
24.6%

防災器具頒布 
・共同購入 
20.6%地区内 

防災巡視 
18.4%

災害時要援護者 
声かけ等 
13.8%

防災知識啓発 
11.2%

防災訓練  8.2%

その他  3.2%

７ 災害時の活動 

情報収集・伝達 危険個所巡視 初期消火 
避難誘導 災害時要援護者支援 水防活動 
救出・救護 その他 避難所開設・運営 炊き出し 

情報収集 
・伝達 
15.4%

危険個所巡視 
　　14.9%

初期消火 
12.5%

災害時要援護者支援 
11.3%

水防活動 
10.2%

救出・救護  8.8%

避難所開設・運営 
7.7%

炊き出し  7.6%

その他  0.2%

避難誘導 
11.4%

８ 災害時要援護者支援班の設置状況 

0 20 40 60 80 100
（％） 

豊岡 

城崎 

竹野 

日高 

出石 

但東 

合計 

設置済 設置予定 予定なし・未回答 

17.5

6.9

10.0

25.7

12.0

5.0

15.2 28.6 56.2

20.0 75.0

32.0 56.0

38.6 35.7

25.0 65.0

24.1 69.0

26.7 55.8

９ 災害時要援護者支援情報伝達体制の整備状況 

0 20 40 60 80 100
（％） 

豊岡 

城崎 

竹野 

日高 

出石 

但東 

合計 

整備済 整備予定 予定なし・未回答 

29.2

10.4

25.0

25.7

20.0

22.5

24.4 39.5 36.1

32.5 45.0

44.0 36.0

50.0 24.3

27.5 47.5

37.9 51.7

38.3 32.5

１０ 災害時要援護者支援安否確認体制の整備状況 

0 20 40 60 80 100
（％） 

豊岡 

城崎 

竹野 

日高 

出石 

但東 

合計 

整備済 整備予定 予定なし・未回答 

26.7

13.8

22.5

30.0

28.0

22.5

25.5 39.8 34.7

30.0 47.5

36.0 36.0

51.4 18.6

30.0 47.5

37.9 48.3

41.7 31.6

１１ 自主防災訓練の実施状況 

0 20 40 60 80 100
（％） 

豊岡 

城崎 

竹野 

日高 

出石 

但東 

合計 

毎年実施 不定期実施 不実施・未回答 

36.7

13.8

20.0

17.2

8.0

7.5

21.5 47.8 30.7

40.0 52.5

50.0 42.0

65.7 17.1

45.0 35.0

51.7 34.5

39.2 24.1

１２ 自主防災訓練実施内容 

消火訓練 

水防訓練 

避難訓練 

救出・救護訓練 

図上訓練 

炊出訓練 

災害時要援護者 
支援訓練 

その他 

消火訓練 
58.0%

水防訓練 
12.9%

避難訓練 
10.6%

救出・救護訓練 
 6.9%

図上訓練 4.0%

炊出訓練 3.4%

災害時要援護者 
支援訓練  2.9%

その他  1.3%

　市では、この結果をもとに、次のとおり自主防災組織の育成・強化に取り組みます。
【主な育成対策】
　①規約や災害時マニュアル等の作成支援　　　　③市政出前講座の活用推進
　②自主防災組織資機材整備事業補助金制度　　　④訓練の推奨および支援
　　の活用推進　　　　　　　　　　　　　　　　⑤要援護者支援体制整備に対する支援
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電話番号氏　　名担当地区
３２‐３９０５坂井　忠雄元薬師
３２‐２６５１熊毛　三夫湯の元、御所
３２‐２１９８坂田文一郎宮本、元、柳
３２‐２４３９原田　安夫南上、南中、弁天
３２‐２７２８岸田政太郎北松ヶ崎、南松ヶ崎、駅前
３２‐３３１２谷垣　英夫喜多、長崎
３２‐２１０１秦　美智乃南下、大谷、東山

城　崎　地　域
電話番号氏　　名担当地区
３２‐３４２６岸田　武雄今津
３２‐３７４８児島　　均桃島
３２‐３４１８萬谷　久司旭、内島
３２‐３３９３谷垣　政晴来日、円山
３２‐３５６８細田　　稔簸磯、上山住宅、上山、二見
３２‐３４５５宮下　幸子戸島、結
３２‐３４４１上田　又司楽々浦、飯谷

電話番号氏　　名担当地区
２３‐１８９０鳥井　梅男納屋、上佐野、佐野
２３‐１２９４日村サチ子九日市上町
２３‐２９６６岡田美智子九日市中町、九日市下町
２４‐０９８０矢崎小百合

妙楽寺
２３‐２１００毛利　宏美
２２‐５７０３宮垣伊久代塩津
２３‐６０５０足立　益美弥栄
２２‐２８３４小西真知子

桜通
２４‐１５４９三行　晴雄
２３‐１２１１小原　敦子大磯
２２‐５０９８小谷　俊夫三坂
２２‐２８９４中川かつ子旭、城上
２２‐２９８７門間　昭子京口、新
２２‐３３７６井上　喜正小尾崎、豊田
２２‐３０８７谷口眞由美宵田、寺、久保
２４‐３６７０川上　陽子本
２２‐５０２４高木　通子御陵
２２‐２３３５岸田　照子滋茂、円山、中
２２‐５８４８中井　一允西本
２３‐２１６４京田　輝好立野
２２‐２３６０由利　昌宣大開東、大開西
２２‐３０３２野村　茂子生田東
２２‐６７３６平野　　齊生田西
２２‐６５８５三好　　章寿
２３‐２４７５西堂　良美永楽
２２‐２８６６加藤　　稔亀山、高雄
２３‐００８８田原　達夫花園
２３‐３４４９松岡　武文桜木
２２‐２６３５廣瀬　明美小田井
２２‐２６１４三宅美代子西花園（東）
２３‐１５５９谷下多惠子西花園（中）
２２‐２５１３松下えみ子西花園（西）
２２‐３２９７岩本　匡弘宮島、一日市
２３‐１８５６佐久間廣見船町、森、山本
２２‐４８７６伊崎　　誠金剛寺、野上
２３‐２３７２峠　　尚代口鶴井、下鶴井、赤石
２３‐４７９１岡　　廣幸法花寺、鎌田、祥雲寺
２３‐６８３６上原和喜惠栄町
２２‐６８７３寺坂美智子下宮、日撫
２２‐１１７６岩�　節子

上庄境
２３‐３３０８鼻登恵美子
２３‐６７９８黒坂　正己中庄境、本庄境

豊　岡　地　域
電話番号氏　　名担当地区
２３‐６７５９森田なち子梶原
２２‐６４７８田中英美子

駅前
２３‐６５２９前田　嶺子
２４‐０２０３土肥　博行

正法寺
２４‐１１８８田口　壽子
２２‐６４８１本山　正樹

戸牧
２２‐６８４８谷口久美子
２２‐４７４９大木本のぶ子高屋（東）
２２‐６６７０北村令依子高屋（中）
２３‐０３０９三木　如子高屋（西）
２３‐１７４３矢谷　京子上陰
２３‐２４５０田中　幸男

中陰
２３‐０７０８福井　光代
２２‐５６０１北村　操子

下陰 ２４‐１３０３小田千惠子
２３‐２６３８北垣みちの
２２‐７０７４宮垣　燿子福田、栃江
２３‐５８３７岡�　直美福田
２２‐６６０６成田　正記森津、滝、新堂
２３‐２８０８田中　　弘岩熊、江野、伊賀谷
２３‐３３２８長谷川　勲

今森
２３‐３４７１関口　和子
２４‐２３７２伊坪　建治

江本
２３‐４８７５宮田　勝芳
２３‐２０６２村尾　輝士駄坂、木内、大篠岡
２３‐４５２８羽賀　正老中谷、河谷、百合地
２３‐４５４４和田　美好市谷、中郷、引野
２３‐６０１５上�喜代美�渕、沖加陽、下加陽
２３‐０９８５角田　慈秀清冷寺、伏、八社宮
２８‐２１１７早川壽美榮小島
２８‐２２３１二方　和子瀬戸
２８‐２２８０塩�　洋一

津居山
２８‐３２３４眞野　貞一
２８‐２８５７島本　琴美田結
２８‐２７６８中嶋　則子気比
２８‐２０７９宮部　　保畑上、三原
２３‐１８３０應供　乙美内町、辻、船谷、目坂
２２‐７４１４本井　吉彦吉井、福成寺、野垣、大谷
２３‐４７６４今井　克己奥岩井、宮井、口岩井、庄
２７‐０１６２関岡壽一郎奥野、市場、三宅
２７‐０３３０岡本　　�森尾、立石、香住
２７‐０１２４長谷川友子上鉢山、長谷、下鉢山、倉見

　３年に１度の一斉改選により、１２月１日付けで新しく２１５人の民生委員・児童
委員が就任されましたので紹介します。
　民生委員・児童委員の役割は「①担当地区内の住民の実態や福祉需要を日常的
に把握すること②地域住民の抱える問題について、親身になって相談にのること
③社会福祉の制度やサービスについて、住民に情報提供すること④住民と関係行
政機関等とのパイプ役を努め、住民が個々の必要に応じた適切な福祉サービスが
受けられるよう支援すること」です。なお、主任児童委員は、特定の区の担当は
なく、児童福祉に関する事項を専門的、広域的に担当していただきます。
　身近な民生委員・児童委員に気軽に相談ください。　　《問合せ》社会福祉課地域福祉係　�２４－７０３３

〈敬称略〉

市民の皆さんの身近な相談相手 

民生委員・児童委員を紹介します 民生委員・児童委員を紹介します 
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電話番号氏　　名担当地区
４８‐０６２９林　　広子三原
４８‐０７１５三輪梨花子桑野本、川南谷、大森、須野谷
４８‐０２７０奈良　吉美御又、河内、門谷
４８‐０４３１藤井　春延床瀬、中村、下村
４８‐００４６杉本　　章小城、二連原、段、銅山
４８‐０１５２橋本　幹夫坊岡、森本
４８‐０３０４大部眞知子林、下塚
４７‐１３６４笹山　義仁轟、鬼神谷、東大谷、金原
４７‐１０３５田中　　明芦谷、小丸、須谷
４７‐１０９６長坂　和枝和田、阿金谷

電話番号氏　　名担当地区
４７‐０３３８岡田　正義羽入、松本、草飼
４７‐０１４６北村　　勇駅前
４７‐０６４１有岡　逸次宇日、田久日
４７‐０６４４山田　壽夫東町
４７‐１１７５伊藤　京子馬場町、下町
４７‐１０５２宇川　義和馬場町、中町
４７‐１００８後藤　茂子上町
４７‐０４４９橋岡津世子西町
４７‐０２０４大紫磨紀子切浜、浜須井、奥須井

竹　野　地　域

電話番号氏　　名担当地区
４２‐１３１９西村　雅代松岡、土居
４２‐０９０８正木　　徹上郷
４２‐１６０６国眼　悦美府市場、府中新
４２‐０８７８豊谷　弘志堀、野々庄
４２‐３００４治部　幸枝池上、西芝
４２‐１２９６大植　邦夫上石、国府テラス
４２‐０６０９原　美喜雄虹の街、竹貫
４２‐０７４９長谷川松代藤井、奈佐路、谷、中
４２‐１３１９林　　悦子猪爪、八代、河江、小河江、大岡
４２‐０３４０福井　光繼

江原
４２‐００３１岡本　雅彦
４２‐３６９８佐々木洋子東構
４２‐２３５５吉谷　敦子祢布
４２‐０６１３戸田　幸子宵田
４２‐１２７９川�　瓔子岩中
４２‐１８３９田尻　金敬浅倉、赤崎
４２‐０２０５加茂すが子久斗
４２‐１６５７岡本　智子夏栗、道場
４２‐２６４０吉田　昭子久田谷、道場

電話番号氏　　名担当地区
４２‐３５０７岩田　幸夫国分寺
４２‐０５３１中島　　勇水上、国分寺
４２‐２６０９八木　信餘山本
４２‐１０６１赤木　重通鶴岡
４２‐３３０８谷本　利光

日高
４２‐３０６７北田　健三
４２‐３０４９小山　達雄日置
４２‐１７７５小船　章夫日吉
４４‐０２６４保田　小梅篠垣、伊府、佐田
４４‐０５８３齋藤　重利知見、森山
４４‐００１７竹村美千代栗山、観音寺
４４‐０７８２田路けい子殿、羽尻
４４‐０６１３水嶋　芳弘田ノ口、広井、猪子垣、荒川
４４‐０６６０松永　　巖芝、野、庄境
４４‐０５２８有田　昭彦十戸、頃垣、石井
４５‐０５３３佐伯加代子山宮、栃本
４５‐０６１６森　　芳明太田、名色
４５‐００１５田中　明子万場、栗栖野、東河内
４５‐０６３７西村　弘美山田、万劫、稲葉、水口

日　高　地　域

電話番号氏　　名担当地区
５２‐３２４１三好　朋子谷山、下谷、材木
５２‐２６１９宮�　英一魚屋、東條
５２‐３５９３西田　春枝寺町
５２‐２５０２大門　敏夫寺町
５２‐５０２２由良　法子八木、本町
５２‐２３８９中西　郁夫宵田
５２‐２２７６濱中　壽雄内町、田結庄
５２‐２１７１石田惠美子小人、柳
５２‐２６３７宮田　克己川原
５２‐３０２２種野　千鶴川原
５２‐５６０４石田　和正松枝、弘原
５２‐３２１６加藤　尹弘細見、荒木
５２‐４０２５水島　五美平田、福見、暮坂
５２‐２７３２川原田堅一鍜冶屋、中村

電話番号氏　　名担当地区
５２‐３８１２吉岡　嘉之福住
５２‐３２２６川見　善明坪口、榎見、和屋、奥山
５２‐５２２１高岡　良夫百合、上野、中野
５２‐５９８２深田　崇子桐野
５２‐２６５４岸本　隆男日野辺、寺坂
５２‐３６９６川口　義昭水上、長砂、鳥居
５２‐３９４８多田　利子森井、丸中、大谷
５２‐３５７０中尾　末子三木、片間
５２‐３７８６田口　孝江伊豆、福居
５２‐２０５９水嶋　明美嶋、田多地、安良
５２‐４２０９�澤安喜夫宮内
５２‐３４１３堀　　　齊袴狭
５２‐４２９７中村　富藏口小野、奥小野

電話番号氏　　名担当地区
５６‐０２５４田中　澄枝如布
５６‐０３１０渡邉　紀代赤野
５６‐０６１３岡田さとみ虫生、坂野
５６‐０７２０松本かつ代口藤、中藤、奥藤
５６‐０７６３渡邉　直治奥赤、赤花（菅谷・上ノ垣・谷地・段ノ垣）
５６‐１１０６森友　京子坂津、赤花（日場・主計・主楼谷）
５６‐０６４６今井　　勉畑山（含　けやきホール）
５６‐０９８５澤田　　進日向、木村、太田
５６‐０４１５井地　弘子東里、西野々、高龍寺
５４‐０９８０田村　義實水石、畑

電話番号氏　　名担当地区
５４‐０００３大石　祐子矢根
５４‐０３６８浅貝　和子奥矢根、出合市場、南尾、出合
５４‐０６４９松岡真由美河本、西谷、天谷
５４‐０４３５真田　義永佐々木、相田、小谷
５４‐０７６７渋谷　貞子三原、唐川
５５‐００４６板生知久代正法寺、平田
５５‐０１３７田中　重雄栗尾
５５‐０３０６堂本　昌彌佐田、久畑
５５‐０４７３木村　　晃後、東中、小坂
５５‐００４７森　　弘之大河内、薬王寺

電話番号氏　　名担当区域
２９‐３５５７丸本　恵子

豊岡地域 ２４‐２０９７深山　義行
２７‐０６６７家下　秀子
３２‐２３２６西垣　利子

城崎地域
３２‐３２６０杉本　敬子
４８‐０７３９森垣　　仁

竹野地域
４７‐０５５４古保　初代

出　石　地　域

主　任　児　童　委　員
電話番号氏　　名担当区域
４２‐０３９８戸田　純子

日高地域
４５‐０２２４松原　幸子
５２‐４０６５稲垣 多美子

出石地域
５２‐３６８３岩田　芳枝
５５‐０３２３西垣　千春

但東地域
５６‐０５２６吉木　英雄

但　東　地　域
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電話番号住　　　　所協　　賛　　店　　名業　　種
23‐0175若松町 1‐2メガネのオオタニめがね

0120‐44‐3100加広町 7‐32コープデイズ豊岡店総合スーパー
55‐0024但東町栗尾 931薬と酒の店にしがき薬、飲料品
22‐3171中央町 12‐23㈱ガンピー食品館

スーパー
42‐0131日高町日置 43‐1ショッピングプラザ まつばら
42‐0317日高町江原 259竹中食料品店
55‐0014但東町久畑 950ニューあさみせ
24‐1676寿町 2‐33贈答百科　フジイ贈答品
22‐2909中央町 3‐35サラダ館豊岡駅通店寝装品、贈答品
22‐2750千代田町 2‐20㈲丸岡商店 丸岡ふとん店布団
42‐5228日高町祢布 998寝具・贈答品のかわにし寝装具
22‐1648千代田町 11‐33コムサイズム豊岡店

衣料品
24‐0698大手町 4‐5　アイティ 2階ウッドペッカー
22‐3703中央町 1‐5子供服　ポケット

子供服
23‐9392中央町 1‐1ちびっこママ
23‐6606中央町 5‐44ブティック　ストーク

婦人服 22‐2742千代田町 10‐4すずかけ
24‐1737中央町 9‐8ブティック　サンローゼ
28‐2014瀬戸 118‐25大坪電気商会

家電製品 42‐0736日高町池上 99‐4アトム電器豊岡南店（サントップおおうえ）
42‐0414日高町江原 161‐1渡辺電器商会
22‐7788千代田町 2‐16安達住設豊岡大開店携帯電話
22‐2431千代田町 11‐26三輪時計店時計
22‐2622千代田町 8‐23カメラの富士光芸社

写真
22‐3317中央町 18‐3こうぜき写真館
24‐5551大磯町 1‐79（財）但馬地域地場産業振興センター　じばさんＳＨＯＰ地場産品
23‐4848千代田町 1‐1オカダスポーツ　アスポ店スポーツ用品
22‐2739大手町 2‐3駅前営業所

北但米穀㈲お米
22‐3334中央町 3‐38大開営業所
22‐5081千代田町 10‐3ことぶき書房書籍
22‐2072千代田町 10‐4ふるはし鞄袋物店

鞄
22‐2302千代田町 8‐27尾畑かばん店
24‐1212千代田町 9‐1インテリア雨具　小西雨具
24‐0551千代田町 8‐27アイドマ雑貨
42‐0040日高町日置 951わたぬき物販
22‐2775千代田町 2‐20植村靴履物店

靴 22‐2629千代田町 9‐5㈲川崎屋履物店
22‐3019城南町 3‐28有田履物店
42‐3090日高町江原センター街生活　ハウス　ミヨシ

インテリア
42‐3448日高町岩中 201‐5㈲ミヨシインテリアアート
24‐0698千代田町 7‐1㈱丸信

手芸
42‐0092日高町江原 192‐1河本毛糸店
22‐3302中央町 12‐22メークサロン　ヨシイ

化粧品
42‐0162日高町江原 53‐4ゆりおか
24‐6147中央町 10‐10ベイクハウス洋菓子
24‐1678中央町 1‐5コンセルボ大開店パン
22‐2760中央町 8‐1大阪屋

和菓子
22‐2538千代田町 8‐24懐菓子処　おらんだ屋
22‐3644千代田町 2‐24こしの花店花
42‐1392日高町日置 22‐5㈲文森堂文房具
22‐2316中央町 10‐11人形専門店　谷山人形店人形
22‐3407中央町 9‐8鈴木ガクブチ店額縁
22‐2270千代田町 1‐8仏壇仏具　やました仏具
22‐3098大手町 1‐21大石屋食堂食堂
42‐0255日高町日置 103高砂飲食
52‐6655出石町福住 191‐1出石そば　一鶴

そば
52‐2432出石町宵田 129㈲そば庄　鉄砲店
29‐0108加広町 7‐32豊岡コープ店

マクドナルドファーストフード
43‐2470日高町土居 367日高マックスバリュ店

ととととととととととよよよよよよよよよよおおおおおおおおおおかかかかかかかかかか子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育てててててててててて家家家家家家家家家家庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭応応応応応応応応応応援援援援援援援援援援カカカカカカカカカカーーーーーーーーーードドドドドドドドドド事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業ののののののののののとよおか子育て家庭応援カード事業の
協協協協協協協協協協賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛店店店店店店店店店店ををををををををををおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知ららららららららららせせせせせせせせせせししししししししししまままままままままますすすすすすすすすす協賛店をお知らせします

　市では、１８歳未満の子どもや妊娠中の方が居る家庭を、商業者などと連携して
応援する「子育て家庭応援カード事業」を１２月から始めました。
　今回は、「とよおか子育て家庭応援の店」として登録いただいた協賛店を紹介
します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《問合せ》商工課

（平成１９年１２月４日現在）
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電話番号住　　　　所協　　賛　　店　　名業　　種
28‐2281気比 3880‐10みはら荘

民宿 28‐2834気比 4509はし本
28‐2856田結 1806‐1民宿　渡船えの本
28‐3237気比 2373ファームハウス　のの花宿泊施設
32‐2331豊岡市城崎町湯島 481千年の湯　古まん旅館
47‐0666竹野町竹野 4奥城崎シーサイドホテルホテル
45‐1515日高町栗栖野 60‐1かんなべ湯の森ゆとろぎ

温泉施設
44‐0001日高町羽尻 1510湯の原温泉オートキャンプ場
54‐0141但東町正法寺 165㈱シルク温泉やまびこ
47‐2020竹野町竹野 50‐12株式会社　北前館
26‐6000寿町 4‐1ことぶき教室

学研学習塾

27‐0721駄坂 665‐6インテリア田中ビル２F豊岡リリー教室
23‐9378福田 1208‐1村尾教室
22‐5610百合地 1147ファクト教室
23‐9225�渕 63‐1中筋すまいる教室
47‐1537竹野町竹野駅前たけの教室
43‐1122日高町山本 220‐24日高プライム教室
42‐2886日高町府中新 24国府教室
52‐5672出石町福住 1171出石教室
24‐5294中央町 3‐34美容室　流雛

美容院
23‐3797中央町 5‐46BEAUTY SALON EiKO
24‐7070九日市上町 28‐5本社

㈱クレス
不動産

29‐2453若松町 6‐35カレオ店
43‐1177日高町岩中 208日高店
26‐6565大手町 1‐27㈱ライフィット豊岡駅前店
23‐0001千代田町 11‐30きほくツアーズ㈱旅サロンとよおか旅行
23‐0255立野町 20‐34豊岡市民会館

文化施設

52‐6222出石町水上 318出石文化会館（ひぼこホール）
24‐3000大手町 4‐5　アイティ 7階市民プラザ
32‐2575城崎町湯島 357‐1城崎文芸館
32‐0515城崎町湯島 376‐1城崎麦わら細工伝承館
47‐1555竹野町竹野 422仲田光成記念館
44‐1515日高町伊府 785植村直己冒険館
42‐6111日高町祢布 808但馬国府・国分寺館
52‐5456出石町内町 98伊藤清永美術館
56‐1000但東町中山 711日本・モンゴル民族博物館
23‐1200中央町 17‐8本店営業部

但馬信用金庫

金融

23‐2400千代田町 8-25大開支店
22‐6300弥栄町 1‐23豊岡南支店
24‐1161正法寺 599‐1豊岡西支店
24‐1561庄境 116‐1豊岡東支店
24‐1671上陰 151‐6豊岡北支店
24‐4111福田 121‐1豊岡北支店市場出張所
32‐2724城崎町湯島 278城崎支店
47‐1755竹野町竹野 1463‐1竹野支店
42‐1301日高町江原 160‐3日高支店
52‐3100出石町柳 63‐1出石支店
56‐0341但東町中山 552‐4中山支店
54‐0101但東町出合 81‐1但東支店
24‐6601立野町 20‐2本店営業部

たじま農業協同組合

22‐2231九日市中町 15八条店
22‐2391鎌田 79‐1三江支店
22‐4487野田 161‐1豊岡北支店
22‐6264木内 215豊岡南支店
28‐3191気比 3570‐23港支店
28‐2515瀬戸 77‐6港トリトン
32‐2811城崎町湯島 77‐8城崎支店
47‐1155竹野町竹野 407竹野支店
48‐0002竹野町森本 518‐3森本店
42‐1555日高町宵田 234‐1日高支店
44‐0221日高町十戸 335‐1日高西支店
52‐3385出石町町分 386‐1出石支店
54‐0201但東町出合 108但東支店
56‐0331但東町中山 805資母店
23‐4131千代田町 11‐15近畿労働金庫但馬支店
56‐0350但東町中山 815但東町商工会商工団体
54‐0771但東町唐川 61‐1㈲植田農園農産物

※サービス内容は、商品の割引、ポイントサービス、プレゼントの提供など協賛店により異なります。ま
た、事業対象者の確認方法は、カードの提示が原則となりますが、その他金融機関などで保険証等の提
示を求められる場合があります。詳しくは各協賛店に問い合わせください。
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地域包括支援センターだより シリーズ 1

みんなで高齢者と介護者を支えましょう！ 
～誰もが住み慣れた地域で、その人らしく尊厳を持って暮らせるように～ 

　市では、平成18年４月に施行された「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等
に関する法律｣（高齢者虐待防止法)に伴い、高齢者に対する虐待の発生防止や早期発見の
ための取組みを進めています。 
　今月号から、高齢者虐待防止にかかる市の対策などを、４回シリーズでお知らせします。　　
　　　　　　　　　　　　　　《問合せ》介護保険課地域包括支援センター  24-2401
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す
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。
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と
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介
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通
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情
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高
齢
者
虐
待
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高
齢
者
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待
の
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因

高
齢
者
虐
待
の
種
類

高
齢
者
虐
待
の
防
止
・

早
期
発
見
の
た
め
に

内　　　　　　　　　容種類
高齢者の身体に外傷が生じ、または生じるおそれのある暴行を
加えること

身体的虐待

高齢者を衰弱させるような著しい減食、長時間の放置、養護者以
外の同居人による虐待行為の放置など、養護を著しく怠ること

介護・世話の
放棄・放任　

高齢者に対する著しい暴言または著しく拒絶的な対応その他、
高齢者に著しい心理的外傷を与える言動を行うこと

心理的虐待

高齢者にわいせつな行為をすることまたは高齢者にわいせつ
な行為をさせること

性的虐待　

養護者または高齢者の親族が当該高齢者の財産を不当に処分す
ること、その他当該高齢者から不当に財産上の利益を得ること

経済的虐待

■高齢者虐待の種類

電話番号相　談　窓　口

２９－００５５豊岡市役所　高年福祉課

３２－０００１城崎総合支所　健康福祉課

４７－１１１１竹野総合支所　健康福祉課

４２－１１１１日高総合支所　健康福祉課

２１－９０２７出石総合支所　健康福祉課

２１－９０３４但東総合支所　健康福祉課

２４－２４０１豊岡地域包括支援センター

３２－４５９９城崎・竹野地域包括支援センター

４７－１４２５城崎・竹野地域包括支援センター竹野分室

４２－０１５８日高地域包括支援センター

５２－７０１５出石・但東地域包括支援センター

５４－０５１５出石・但東地域包括支援センター但東分室

■高齢者虐待・養護者支援に関する相談窓口

※休日・夜間は市役所本庁および各総合支所で対応し
ています（電話番号は１頁に掲載）。
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豊岡市非常勤嘱託職員および臨時職員募集
【非常勤嘱託職員】

勤務条件職務内容応募資格募集人数職　種
報酬－月額１７１，９００円（予定）
勤務日等－週５日（３６時間）勤務、
休日は土曜日および日曜日

国民健康保険者が実施する特定
健診および特定保健指導

保健師助産師看護師法に定める保健
師免許所持者、または平成２０年４月１
日までに取得できる方

１人保健師

報酬－月額１５３，８００円（予定）勤
務日等－週５日（３６時間）勤務、
休日は土曜日および日曜日

環境センターあるいは企業部水
道課において、料金（し尿処理料
または水道料）の徴収業務

仕事に対して意欲のある方１人程度徴収員

報酬－月額１５３，８００円（予定）
資格所持者においては資格に
応じて加算
勤務日等－週５日（３６時間）勤務、
休日は土曜日および日曜日

介護保険課あるいは総合支所
（健康福祉課）での地域内におけ
る介護認定調査（訪問）、調書作
成等

要介護認定調査に意欲があり、普通
自動車運転免許所持者（ケアマネー
ジャー、保健師・看護師・介護福祉
士は優遇）

３人
要介護認
定調査員

報酬－月額１５９，７００円（予定）
勤務日等－週５日（３６時間）勤務、
休日は土曜日および日曜日

幼児健診、発達支援教室、保育
所・幼稚園等において、発達検
査および相談等をとおしての子
育てや発達に関する支援・調整

臨床発達心理士または臨床心理士の
資格所持者、または平成 20 年 4 月 1
日までに取得できる方

１人
発達
相談員

報酬－月額１５９，７００円（予定）
勤務日等－週６日（３６時間）勤務、
休日は日曜日

市内各幼稚園その他に設置の放
課後児童クラブにおける児童の
安全管理、生活指導および遊び
の指導等

児童福祉法に定める保育士資格また
は教育教員免許法に定める幼稚園、
小学校、中学校もしくは高等学校教
諭普通免許所持者、または平成２０年４
月１日までに取得できる方

３人程度指導員

報酬－月額１５３，８００円（予定）
勤務日等－週５日（３６時間）勤務、
休日は土曜日および日曜日

建築住宅課において市有の建築
物の設計、施行監理、検査業務等

学校教育法に基づく高等学校以上の
学校において、この職に必要な専門
課程を修めて卒業した方、または平
成２０年４月１日までに卒業見込みの方

１人建築技師

報酬－月額１４８，０００円（予定）
勤務日等－週５日（３８．７５時間）勤
務、休日は土曜日および日曜日
（出水時は曜日、時間に関係なく
出務いただく必要があります。）

市内の排水機場でのポンプ等操
作および業者点検の立会い、設
備の保守管理、施設の清掃管理

危険物取扱者免状乙種第４類の所持
者、または平成２０年４月１日までに取
得できる方

１人程度
ポンプ
操作員

報酬－月額１７１，９００円（予定）
勤務日等－週５日（３６時間）勤務、
休日は土曜日および日曜日

森本診療所での診察補助、来診
者対応等の看護師業務

保健師助産師看護師法に定める看護
師免許所持者、または平成２０年４月１
日までに取得できる方

１人看護師

報酬－月額１４８，０００円（予定）
勤務日等－週５日（３６時間）勤務、
休日は土曜日および日曜日

出石学校給食センターにおける
学校給食の調理業務

健康と体力に自信があり、調理業務
に意欲のある方

１人調理員

報酬－月額１４８，０００円（予定）
勤務日等－週５日（３６時間）勤務、
休日は土曜日および日曜日

市内小学校・幼稚園における用
務

健康で学校や幼稚園における校（園）
内用務に意欲のある方

４人程度
校務員また
は園務員

報酬－月額１５３，８００円（予定）
勤務日等－週５日（３６時間）勤務、
休日は土曜日および日曜日

文化財の埋蔵現場での発掘調査
の補助および事務処理の補助

大学等で史学等歴史関係の勉強をし
た方または歴史関係施設等に勤めた、
あるいは発掘調査に携わった経験の
ある方かつ普通自動車免許所持者

１人
発掘
調査員

報酬－月額１５３，８００円（予定）
勤務日等－週５日（３６時間）勤務、
休日は月または火曜日、および
他の平日に１日の週２日

市内各地区公民館における生涯
学習推進等の活動に関する事務

市内在住で、健康で生涯学習の推進
に意欲のある方

８人
公民館
主事

報酬－月額５７，６００円（予定）
勤務日等－週５日（１４時間）勤務、
休日は土曜日および日曜日

竹野南小学校区内でのスクール
バスの運行およびバスの管理

健康で大型自動車免許の所持者１人運転員

【臨時職員】
勤務条件職務内容応募資格募集人数職　種

報酬－月額１５３，８００円（予定）
勤務日等－週５日（４０時間）のロー
テーション勤務、休日は週２日

老人ホーム　コスモス荘において
入所者の介護および生活の支援
（宿直が週に１回程度あります）

健康で高齢者の介護に意欲のある方２人
生活
支援員

報酬－月額１５３，８００円（予定）
勤務日等－週５日（４０時間勤務）、
休日は月曜日および他の１日の
週２日

竹野Ｂ＆Ｇスポーツセンターで
のスポーツ（水泳等）指導および
施設管理（約１カ月間の管外宿泊
研修が必要です）

スポーツ指導（水泳等）に意欲のある
方

１人指導員

△

応募資格　昭和２３年４月２日以降に生まれた方△

参　　考　保健師、要介護認定調査員、建築技師、
発掘調査員および公民館主事については、
執務時にパソコン操作を必要とします。△

面接試験　日時、場所は後日連絡します。

△

申込方法　職員課にある申込書に必要事項を記入の
上、免許証等の写しを添えて提出ください。△

受付期間　１月１０日（木）～２５日（金）△

採　用　日　４月１日（予定）△

申込み・問合せ　職員課
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年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を

準
備
く
だ
さ
い
。

●
１
月　

日（
土
）は

１２

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

●
１
月
７
日（
月
）・　

日（
火
）・

１５

　

日（
月
）・　

日（
月
）は

２１

２８

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
７
時

３０

●
電
話
で
の
問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

�
０
５
７
０－

０
５－

１
１
６
５

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

�
０
３－

６
７
０
０－

１
１
６
５

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア

ド
レ
ス　http://w

w
w
.sia.go.jp/

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

《
問
合
せ
》

▽
豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

　

�　

－

３
１
９
６

２２

▽
市
民
課
市
民
係
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課

　

海
外
に
住
む
日
本
人
や
、
受
給

資
格
期
間
が
不
足
す
る
方
な
ど
は
、

国
民
年
金
に
任
意
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▽
対
象
者

・
海
外
在
住
の　

歳
以
上　

歳
未

２０

６５

満
の
日
本
人

・　

歳
未
満
の
老
齢（
退
職
）年
金

６０受
給
者

・　

歳
以
上　

歳
未
満
で
、
老
齢

６０

６５

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
が

不
足
す
る
方
や
年
金
額
を
満
額

に
近
づ
け
た
い
方
（
繰
上
げ
支

給
を
受
け
て
い
る
方
を
除
く
）

・
昭
和　

年
４
月
１
日
以
前
生
ま

４０

れ
で
、
満　

歳
の
時
点
に
お
い

６５

て
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

期
間
が
不
足
し
て
い
る
方
（　
７０

歳
到
達
ま
で
加
入
で
き
ま
す
）

▽
加
入
方
法　

年
金
手
帳
と
印
鑑

を
持
参
の
上
、
市
民
課
市
民
係

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
生
活

課
で
手
続
き
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
金
融
機

関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ま

た
は
社
会
保
険
事
務
所
窓
口
な
ど

で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
」
や
「
テ
レ
フ
ォ
ン
バ
ン
キ
ン

グ
」、「
モ
バ
イ
ル
バ
イ
キ
ン
グ（
携

帯
電
話
）」
を
利
用
し
て
納
付（
電

子
納
付
）す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

電
子
納
付
す
る
場
合
、
ま
ず
金

融
機
関
と
の
契
約
が
必
要
で
す
。

電
子
納
付
の
利
用
を
希
望
す
る
金

融
機
関
で
手
続

き
く
だ
さ
い
。

※
電
子
納
付
の

際
は
、
納
付

書
に
記
載
さ

れ
た
「
収
納

機
関
番
号
」「
納
付
番
号
」「
確
認

番
号
」
が
必
要
で
す
。
手
元
に

準
備
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

す
べ
て
の
年
金
受
給
者
お
よ
び

被
保
険
者
（
共
済
組
合
加
入
期
間

の
み
の
方
以
外
）
に
対
し
て
、
加

入
期
間
お
よ
び
加
入
履
歴
を
通
知

す
る
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
送

付
さ
れ
ま
す
。

　

通
知
内
容
は
、
基
礎
年
金
番
号
、

加
入
履
歴
、
加
入
期
間
、
受
給
権

者
名
で
、中
に「
確
認
ハ
ガ
キ
」「
年

金
加
入
記
録
照
会
票
」
と
「
返
信

用
封
筒
」
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
厚
生
年
金
被
保
険
者
に
は
、
事

業
主
経
由
で
送
付
さ
れ
る
予
定

で
す
。

※
①
の
方
に
対
し
て
「
加
入
記
録

を
十
分
確
認
頂
き
回
答
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
」
旨
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
の
任
意
加
入

国
民
年
金
保
険
料
の
電
子
納
付

ね
ん
き
ん
特
別
便
の
送
付

■送付対象者・送付時期

送付時期送付対象

１２月～平成２０年３月
①記録照合の結果、未確認の記録と
オンライン記録の全部または一
部が一致した方

平成２０年４～５月
年金を受給し
ている方　　②その他の方（共済

組合加入期間の
みの方以外） 平成２０年６～７月

今後年金受給
予定の方　　

◆
年
金
受
給
者
が
亡
く
な
っ
た
場

合

　

未
支
給
年
金
請
求
書
と
年
金
受

給
権
者
死
亡
届
等
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。

・
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
受
給
者

は
、
豊
岡
社
会
保
険
事
務
所
に

届
出
く
だ
さ
い
。

・
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
は
、
市

民
課
市
民
係
ま
た
は
各
総
合
支

所
市
民
生
活
課
に
届
出
く
だ
さ

い
。

・
そ
の
他
の
年
金
受
給
者
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
所
管
先
へ
届
出
く
だ

さ
い
。

◆
年
金
を
受
け
ず
に
亡
く
な
ら
れ

た
場
合

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
済
期

間
が
３
年
以
上
あ
る
方
（
第
１
号

被
保
険
者
）
は
、
国
民
年
金
死
亡

一
時
金
裁
定
請
求
書
を
、
市
民
課

市
民
係
ま
た
は

各
総
合
支
所
市

民
生
活
課
に
届

出
く
だ
さ
い
。

※
受
給
し
て
い

た
年
金
や
遺

族
の
状
況
等

に
よ
り
、
必
要
書
類
、
提
出
先

が
異
な
り
ま
す
。

年
金
の
各
種
手
続
き
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平
成
２０
年
４
月
か
ら 

　
　
　
　
ご
み
の
収
集
回
数
が
変
わ
り
ま
す 

■
家
庭
ご
み
の
現
在
の
収
集
回
数

　

現
在
、
市
内
で
は
、
地
域
ご
と

に
家
庭
ご
み
の
収
集
回
数
が
異

な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
燃
や

す
ご
み
の
収
集
回
数
が
週
２
回
の

地
域
や
週
３
回
の
地
域
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
資
源
ご
み
に
つ
い
て
も

地
域
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
収
集
回

数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
合
併
前
の
各
市
町
の

収
集
形
態
を
そ
の
ま
ま
新
市
に
引

継
い
だ
た
め
で
す
。

■
合
併
協
議
の
内
容

　

合
併
協
議
で
は
、
同
じ
市
の
中

で
異
な
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ

と
は
で
き
な
い
と
い
う
理
由
で
、

合
併
と
同
時
に
ご
み
処
理
手
数
料

（
指
定
ご
み

袋
代
）を
一

元
化
し
ま
し

た
。

　

し
か
し
、

収
集
回
数
の

変
更
に
つ
い

て
は
、
日
常

生
活
へ
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
か

ら
、
合
併
後
３
年
間
は
そ
の
ま
ま

で
、
４
年
目
に
一
元
化
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
平
成　

年
度
が
、

２０

収
集
回
数
の
一
元
化
の
年
に
な
り

ま
す
。

■
平
成　

年
４
月
か
ら
の

２０

収
集
回
数

　

平
成　

年
４
月（
一
元
化
後
）か

２０

ら
の
収
集
回
数
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

・
燃
や
す
ご
み　
　
　

週
２
回

・
燃
や
さ
な
い
ご
み　

月
１
回

・
び
ん
・
か
ん　
　
　

月
１
回

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル　
　

月
１
回

・
紙
製
容
器
包
装　
　

月
１
回

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

　

月
２
回

　

な
お
、
収
集
日
が
祝
日
と
な
っ

た
場
合
、
月
１
回
の
も
の
の
み
、

振
替
日
を
設
け
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

収
集
回
数
が
減
る
地
域
の
皆
さ

ん
に
は
、
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
収
集
日
の
変
更

　

ま
た
、
平
成　

年
４
月
か
ら
は
、

２０

収
集
回
数
の
一
元
化
に
合
わ
せ
、

現
在
の
収
集
日
も
見
直
す
予
定
で

す
。
例
え
ば
、
毎
週
月
曜
日
と
木

曜
日
だ
っ
た
燃
や
す
ご
み
の
収
集

が
、
火
曜
日
と
金
曜
日
に
変
更
に

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、現
在
、平
成　

年
４
月

２０

か
ら
の
収
集
日
を
記
載
し
た「
ご

み
カ
レ
ン
ダ
ー
」を
作
成
し
て
お
り
、

２
月
下
旬
に
は
配
布
す
る
予
定
で
す
。

■　

％
減
量
達
成
間
近

２０

　

本
市
は
、
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
持

ち
込
む
ご
み
量
を
、
平
成　

年
度

２３

ま
で
に（
平
成　

年
度
に
対
し
）　

１２

２０

パ
ー
セ
ン
ト（
８
、５
０
０
ト
ン
）

減
量
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
市
民

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

　

合
併
後
、
ご
み
量
の
傾
向
は
横

ば
い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
に
入
っ
て
か
ら
、
ご
み
量

は
減
量
傾
向
と
な
り
、
さ
ら
に
、

　

月
１
日
か
ら
事
業
系
廃
プ
ラ

１０ス
ッ
チ
ク
の
持
込
制
限
の
徹
底
を

図
っ
て
い
る
こ
と
で
、
減
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
が
続

く
と
、
本
年
度
内

に
は
、　

％
減
量

２０

を
達
成
す
る
見
込

み
で
す
。

　

環
境
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
市
の
取
組
み
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

《
問
合
せ
》
生
活
環
境
課

　

東
井
義
雄
さ
ん
は
、「
喉
の
奥
に
ベ
ロ
ン
と
ぶ
ら
さ
が
っ
て
い
る
も
の
（ 
口 こう

 
蓋  
垂 
）
は
、
ど
ん
な
働
き
を
し
て
い
る
の
で
す
か
」
と
児
童
に
質
問
さ

が
い 
す
い

れ
、「
食
べ
も
の
が
気
管
に
入
ら
な
い
よ
う
に
蓋
を
す
る
も
の
」
と
い

う
意
味
を
知
り
ま
し
た
。
普
段
、
生
き
て
い
る
こ
と
を
当
た
り
前
の
よ

う
に
考
え
て
い
た
の
が
、
気
付
か
ぬ
う
ち
に
支
え
ら
れ
、
生
か
さ
れ
て

い
る
「
い
の
ち
」
で
あ
る
こ
と
を
再
発
見
し
た
の
で
し
た
。

　

最
近
、
自
ら
命
を
絶
つ
人
や
、
た
だ
、
漫
然
と
生
き
て
い
る
人
が
多

い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。「
い
の
ち
」
の
大
切
さ
を
じ
っ
く
り
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。「
東
井
義
雄
詩
集
」
の
中
か
ら
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
教
育
委
員
会
但
東
分
室

　
　
　

目
が
さ
め
て
み
た
ら

目
が
さ
め
て
み
た
ら

生
き
て
い
た

死
な
ず
に

生
き
て
い
た

生
き
る
た
め
の

一
切
の
努
力
を
な
げ
す
て
て

眠
り
こ
け
て
い
た
わ
た
し
で
あ
っ
た
の
に

目
が
さ
め
て
み
た
ら

生
き
て
い
た

 
劫  
初 
以
来

ご
う 
し
ょ

一
度
も
な
か
っ
た

ま
っ
さ
ら
な
朝
の
ど
ま
ん
な
か
に

生
き
て
い
た

い
や

生
か
さ
れ
て
い
た
。
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月　

日
、
第
１
回
新
庁
舎
建

１１

２８

設
市
民
検
討
委
員
会
を
市
役
所
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
中
貝
市
長
か
ら
学
識

経
験
者
や
公
募
の
市
民
３
人
を
含

む　

人
の
委
員
に
、
委
員
委
嘱
書

１５
が
手
渡
さ
れ
、
委
員
長
に
は
、
角

野
幸
博
委
員
（
関
西
学
院
大
学
教

授
）が
、副
委
員
長
に
は
、池
田
啓

委
員
（
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園

研
究
部
長
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
新
庁
舎
の
機
能
、
規

模
お
よ
び
施
設
計
画
に
関
す
る
こ

と
や
、
新
庁
舎
の
建
設
位
置
に
関

す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
、

平
成　

年
度
末
ま
で
に
検
討
結
果

２０

を
市
長
に
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
　

月　

日
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬

１１

２７

空
港
の
定
期
便
（
但
馬－

大
阪
路

線
）
の
搭
乗
者
が
、
平
成
６
年
５

月
に
開
港
以
来
、
累
積　

万
人
に

３０

達
し
、
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
同
空

港
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

万
人
目
の
搭
乗
者
に
な
っ
た

３０ コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
の
搭
乗
者
が　

万
人
達
成

３０

　

万
人
目
の
搭
乗
者
は
馬
場
泉
実
さ
ん

３０

第
１
回
新
庁
舎
建
設
市
民
検
討
委
員
会
を
開
催

新
庁
舎
の
建
設
に
向
け
準
備
が
進
む

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【　

月
】

１１
　

日
・
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

１３

（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）を
学
校
給
食
配

送
車
に
使
用

　

日
・
市
議
会
正
副
議
長
等
役
員

１４

人
事
決
定

　
　

・
空
き
容
器
回
収
機（
Ｒ
Ｖ

Ｍ
）を
市
内
３
カ
所
に
設

置

　

日
・
赤
ち
ゃ
ん
運
動
会「
元
気

１７

に
大
き
く
な
ぁ
ー
れ
」

　

日
・
仲
田
光
成
記
念
「
第
７
回

２２

豊
岡
竹
野
全
国
か
な
書

展
」（
〜　

日
）

２５

　

日
・
日
本
文
化
デ
ザ
イ
ン
会
議

２３

２
０
０
７
兵
庫
豊
岡
会
議

　

日
・
仲
田
光
成
記
念
豊
岡
竹
野

２５

か
な
書
碑
街
道
づ
く
り
事

業
竣
工
式

　
　

・
子
ど
も
の
野
生
復
帰
大
作

戦
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

日
・
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
設
置

２６
　

日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港

２７
　
　
　
（
但
馬
―
大
阪
路
線
）搭
乗

者　

万
人
達
成

３０

　

日
・
豊
岡
市
地
域
公
共
交
通
会

２８

議

【　

月
】

１２４日
・「
出
石
の
ま
ち
な
み
」が
国

の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
に
選
定

　
　

・
と
よ
お
か
子
育
て
家
庭
応

援
カ
ー
ド
発
行

７
日
・「
平
尾
家
住
宅
」が
国
登
録

有
形
文
化
財
に
答
申

　

日
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
子
育

１０

て
情
報
サ
イ
ト「
す
く
す

く
タ
ウ
ン
」を
開
設

空
き
容
器
回
収
機（
Ｒ
Ｖ
Ｍ
）が
市
内
３
カ
所
に
設
置

資
源
の
循
環
を
図
る
取
組
み
が
ス
タ
ー
ト

　

環
境
へ
の
取

組
み
を
推
進
し

て
い
る
本
市
で
、

　

月　

日
、

１１

１４

（
株
）に
し
が
き
、

（
株
）ト
ヨ
ダ
、

豊
岡
駅
通
商
店

街
振
興
組
合
の

３
者
が
共
同
で
、

空
き
容
器
回
収

機（
Ｒ
Ｖ
Ｍ
）を
新
た
に
市
内
３
カ

所
に
設
置
し
、空
き
缶
、空
き
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
回
収
し
て
、
資
源
の

循
環
を
図
る
取
組
み
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
運
営
開
始
の
セ
レ
モ

ニ
ー
が
豊
岡
駅
通
商
店
街
こ
う
の

と
り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
サ
ン
ス
ト

館
」
で
行
わ
れ
、
豊
岡
駅
通
商
店

街
振
興
組
合
理
事
長
の
鎌
田
好
雄

さ
ん
が
「
家
庭
ご
み
を
減
量
し
、

資
源
の
再
利
用
を
図
り
、
地
球
温

暖
化
を
抑
制
し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
取
組
み
は
、
資
源

の
循
環
を
図
る
だ
け
で
な
く
、
回

収
機
専
用
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

「
エ
コ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
カ
ー
ド
」
を
使
い
、

空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
回
収

機
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
ポ
イ
ン

ト
が
積
算
さ
れ
、
４
０
０
ポ
イ
ン

ト
（
１
、２
０
０
本
分
）
で
５
０
０

円
の
商
品
券
に
交
換
で
き
る
特
典

付
き
で
す
。

　

な
お
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
は
、

回
収
機
設
置
店
舗
の
「
に
し
が
き

元
町
店
」「
イ
ー
ト
バ
リ
ュ
ー
江
本

店
」
お
よ
び
「
豊
岡
駅
通
商
店
街

振
興
組
合
事
務
所
」
で
発
行
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
利
用
く
だ
さ
い
。

ウ
ノ
ト
リ
育
む
米　

キ
ロ
グ
ラ
ム

１０

の
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

馬
場
さ
ん
は
「
運
が
良
く
な
っ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
飛
行
時

間
が
短
く
、
疲
れ
な
い
の
で
以
前

か
ら
利
用
し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔

で
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲空港職員から花束を受け取る馬
場さん（写真左）

▲ＲＶＭに空き缶を入れる子ども

の
は
、
豊
岡
市
寿
町
の 
馬 ばん

 
場  
泉  
実 
さ
ん
で
、
出
迎
え

ば 

い
ず 

み

た
中
貝
市
長
や
南
向
但
馬

県
民
局
長
ら
と
一
緒
に
く

す
玉
を
割
っ
て
祝
い
ま
し

た
。

　

馬
場
さ
ん
に
は
、
空
港

職
員
か
ら
花
束
と
往
復
航

空
券
（
但
馬－

大
阪
）、
コ
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月
７
日
、「
平
尾
家
住
宅
」
が

１２
国
登
録
有
形
文
化
財（
建
造
物
）と

し
て
、
国
の
文
化
審
議
会
か
ら
文

部
科
学
大
臣
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
で
、
市
で
は
「
赤
木
家
住
宅
」

「
豊
岡
市
役
所
南
庁
舎
別
館
（
兵

庫
縣
農
工
銀
行
豊
岡
支
店
）」に
続

き
、
３
番
目
の
登
録
に
な
り
ま
す
。

　

建
物
や
土
蔵
、
そ
れ
を
取
り
囲

む
塀
や
門
な
ど
、
全
部
で　

件
が

４３

登
録
の
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
平
尾
家
住
宅
主
屋
」は
明
治　
２９

年
に
建
築
さ
れ
ま
し
た
。
屋
根
は

石
州
の
赤
瓦
を
使
っ
て
豪
壮
な
つ

く
り
に
な
っ
て
お
り
、
小
屋
を
ト

ラ
ス
組
み
に
し
て
い
ち
早
く
洋
風

技
術
も
導
入
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

大
材
を
使
用
し
て
内
部
は
漆
塗
り

に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
建
物
も
江
戸
後
期

か
ら
昭
和
前
期
に
か
け
て
代
々
整

え
ら
れ
、
建
築
当
初
か
ら
大
切
に

受
け
継
が
れ
て
き
た
屋
敷
構
え
が

良
好
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
屋
が「
造
形
の
規
範
と
な
っ
て

い
る
も
の
」、そ
の
他
が「
国
土
の
歴

史
的
景
観
に
寄
与
し
て
い
る
も
の
」

と
し
て
、国
登
録
の
対
象
に
な
り

ま
し
た
。な
お
、「
平
尾
家
住
宅
」は

非
公
開
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、「
次
世
代
育
成
支
援
対

策
地
域
行
動
計
画
」
に
基
づ
き
、

「
子
育
て
が
楽
し
い
ま
ち
・
子
ど

も
が
元
気
に
育
つ
ま
ち
」
を
目
指

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
生
み
、
楽
し
く
育
て
ら

れ
る
よ
う
子
育
て
に
関
す
る
情
報

を
積
極
的
に
紹
介
し
て
い
く
た
め
、

子
育
て
支
援
の
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
す
く
す
く
タ
ウ
ン
」
を
、　
１２

月　

日
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
開

１０
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
知
り

た
い
情
報
を
検
索
し
や
す
い
よ
う

「
目
的
」「
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
」
な

ど
の
ジ
ャ
ン
ル
に
分
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
健
診
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で

は
、
各
地
域
の
健
診
や
育
児
教
室

な
ど
の
予
定
を
知
ら
せ
る
と
と
も

に
、「
地
域
の
子
育
て
セ
ン
タ
ー
」

に
関
す
る
情
報
や
子
育
て
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
を
、
子
育
て

セ
ン
タ
ー
指
導
員
が
綴
っ
て
い
く

「
す
く
す
く
コ
ラ
ム
」も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
順
次
、
内
容
を
更
新

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.city

.toy
ook
a.lg
.

jp/

平
尾
家
住
宅
が
国
登
録
有
形
文
化
財
に
答
申
さ
れ
る

建
物
や
土
蔵
な
ど　

件
が
登
録
の
対
象
に

４３

と
よ
お
か
子
ど
も
情
報「
す
く
す
く
タ
ウ
ン
」ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
子
育
て
情
報
専
門
ペ
ー
ジ
を
開
設 ▲市で３番目の登録を受ける平尾家住

宅。江戸後期からの建物もきれいに保
存されている

▲新たに開設した子育て情報専門ペー
ジ「すくすくタウン」

　
　

月　

日
、
市
役
所
前
駐
車
場

１１

３０

で
豊
岡
市
除
雪
隊
の
発
隊
式
を
行

い
、
担
当
職
員
１
０
４
人
の
除
雪

体
制
が
整
い
ま
し
た
。

　

除
雪
隊
は
、
民
間
業
者
と
と
も

に
、　

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
積
雪

１５

に
な
る
と
午
前
４
時
か
ら
出
動
し
、

市
道
や
通
学
道
路
な
ど
総
延
長
６

０
８
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
１
２

８
台
の
除
雪
車
で
除
雪
し
ま
す
。

　

中
貝
市
長
は
「
水
害
だ
け
で
な

く
雪
も
市
民
の
生
活
を
脅
か
し
ま

す
。
緊
張
の
糸
を
緩
め
る
こ
と
な

く
業
務
に
従
事
し
て
く
だ
さ
い
」

と
訓
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

冬
期
間（　

月
〜
３
月
）の
雪
道

１２

の
通
行
確
保
に
つ
い
て
、
市
と
し
て

全
力
を
尽
く
し
ま
す
が
、
市
民
の

皆
さ
ん
も
路
上
駐
車
な
ど
を
し
な

い
よ
う
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

豊
岡
市
除
雪
隊
が
発
足

雪
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
て
除
雪
体
制
が
整
う▲除雪担当職員に訓示を行う中貝

市長

田
鶴
野
地
区
県
民
交
流
広
場「
に
こ
に
こ
広
場
」が
完
成

地
域
活
動
の
拠
点
施
設
と
し
て
活
用

　
　

月
２
日
、
田
鶴
野
地
区
県
民

１２
交
流
広
場
（
愛
称
・
に
こ
に
こ
広

場
）
が
田
鶴
野
地
区
公
民
館
の
中

に
完
成
し
、
関
係
区
長
・
行
政
関

係
者
・
地
元
関
係
者
な
ど
が
集
り
、

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

竣
工
式
で
は
、
田
鶴
野
幼
稚
園

の
園
児
が
合
唱
や
ハ
ン
ド
ベ
ル
の

演
奏
で
華
を
添
え
、
関
係
者
ら
が

く
す
玉
を
割
っ
て
完
成
を
祝
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
関
連
施
設
と
し
て
敷
地

内
に
会
議
室
と
倉
庫
を
増
設
し
ま

し
た
。
今
後
、
公
民
館
活
動
や
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
が
さ
ら

に
活
発
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

▲竣工式でハンドベルを披露す
る田鶴野幼稚園の園児たち
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月　

日
、
夜
の
城
崎
温
泉
街
を
き
ら
び
や
か
な

１１

３０

光
り
で
彩
る
イ
ベ
ン
ト
「
城
崎
温
泉
冬
物
語
」（
城
崎

温
泉
観
光
協
会
主
催
）
の
点
灯
式
が
、
Ｊ
Ｒ
城
崎
温

泉
駅
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
関
係
者
約　

人
が
出
席
し
、
点
灯
の
ス

５０

イ
ッ
チ
が
入
れ
ら
れ
る
と
、
駅
前
広
場
に
設
け
ら
れ

た
高
さ
約
２
メ
ー
ト
ル
、
直
径
約　

セ
ン
チ
の
対
に

３０

な
っ
た
カ
ニ
の
つ
め
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
周
辺
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
付
け
ら
れ
た
約
２
、

０
０
０
個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ（
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
）も
点
灯
さ

れ
、
駅
前
に
彩
り
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
来
年
２
月　

日
ま
で
、

２９

夕
暮
れ
か
ら
午
前
０
時
ま
で
点
灯
さ
れ
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

月
１
日
、
ま
ち
の
将
来
を
担
う　

代
、　

代
の

１２

２０

３０

若
者
た
ち
と
市
長
が
「
ま
ち
づ
く
り
っ
て
何
？
」
を

テ
ー
マ
に
、
共
に
語
り
合
う
会
が
、
祥
雲
寺
の
市
立

地
域
農
業
管
理
施
設
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
但
馬
夢
テ
ー
ブ
ル
委
員
会
の
次
世
代

ネ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
呼
び
か
け
で
、
建
設
業
や
農
業
、

か
ば
ん
製
造
業
な
ど
に
携
わ
る　

人
が
参
加
し
て
行

１５

わ
れ
た
も
の
で
す
。
参
加
者
か
ら
の
「
若
者
が
安
住

で
き
る
雇
用
対
策
」
や
「
豊
岡
の
地
場
産
業
で
あ
る

鞄
産
業
の
活
性
化
」
と
の
声
に
、
中
貝
市
長
は
「
市

内
の
優
秀
な
企
業
を
知
り
情
報
発
信
す
る
」、「『
コ
ウ

ノ
ト
リ
悠
然
と
舞
う
豊
岡
の
も
の
づ
く
り
』
と
し
て

『
豊
岡
鞄
』を
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
」
と
答
え
、
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　
　

月　

日
、「
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」（
竹

１１

２３

野
町
体
育
協
会
主
催
）
が
、
竹
野
町
須
谷
の
た
け
の

こ
う
え
ん
を
発
着
点
と
す
る
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
マ
ラ
ソ

ン
特
別
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
住
民
相
互

の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る
も

の
で
、
兵
庫
県
最
北
端
に
位
置
す
る
猫
崎
半
島
が

キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
「
キ
ュ
ー

ピ
ッ
ト
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
と
名
付
け
て
親
し
ま
れ
、

今
年
で　

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

２１

　

当
日
は
、
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
部
、
３
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
部
と
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
部
に
合
計　

人
が
参
加

８８

し
、
参
加
者
は
、
沿
道
か
ら
の
声
援
に
元
気
に
手
を

振
り
な
が
ら
、
爽
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

▲城崎温泉街の玄関口のＪＲ城崎温泉駅前にできた
カニのモチーフが観光客を出迎える

▲中貝市長に１問１答形式で質問をぶつける若者の
まなざしは真剣そのもの

城
崎
温
泉
冬
物
語
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

城
崎
温
泉
駅
前
に

カ
ニ
の
モ
チ
ー
フ
が
登
場

キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
マ
ラ
ソ
ン
大
会

み
ん
な
一
斉
に

よ
ー
い
ド
ン　
!!

▲爽やかな秋風の中、各部一斉にスタートする参加
者ら

豊
岡
市
長
×　

代
×　

代　
は
な
し
の「
わ
」

２０

３０

ま
ち
の
将
来
を

熱
く
語
る
若
者
た
ち
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まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報広聴係まで連絡ください。

　
　

月　

日
、
平
成　

年
台
風　

号
の
災
害
復
旧
工

１１

１６

１６

２３

事
に
伴
い
保
護
さ
れ
て
い
た
国
の
特
別
天
然
記
念
物
・

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
、
寺
坂
小
学
校
の
児
童
ら

に
よ
り
出
石
町
桐
野
の
出
石
川
に
放
流
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
放
流
は
、
災
害
復
旧
工
事
が
ほ
ぼ
終
了
し
、

餌
と
な
る
生
き
物
も
川
に
戻
り
は
じ
め
た
た
め
、
保

護
し
て
い
た
４
１
３
頭
の
う
ち
試
験
的
に　

頭
を
放

７０

流
し
た
も
の
で
、
今
後
、
追
跡
調
査
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
分
析
し
、
残
り
も
順
次
放
流
す
る
予
定
で
す
。

　

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
に
「
い
っ
ず
ー
」
と
名
付

け
、
放
流
し
た
た 
奥  
地 
ま
ひ
る
ち
ゃ
ん
（
寺
坂
小
２

お
く 
じ

年
）
は
、「
い
っ
ず
ー
は
重
く
て
ヌ
ル
ヌ
ル
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
会
い
た
い
で
す
」
と
う
れ
し
い
よ
う
な

寂
し
い
よ
う
な
表
情
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
　

月
７
日
、
日
高
町
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協

１２
議
会
の
主
催
に
よ
り
、
マ
ロ
ニ
エ
の
里
朝
市
「
感
謝

祭
」が
日
高
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
広
場（
日
高
町
祢

布
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
大
根
や
白
菜
な
ど
旬
の
野
菜
、
マ
ロ
ニ

エ
う
ど
ん
、
も
ち
の
販
売
に
加
え
、
豚
汁
や
ま
ぜ
ご

は
ん
、コ
ー
ヒ
ー
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、訪
れ
た
人
々

で
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　

マ
ロ
ニ
エ
の
里
朝
市
リ
ー
ダ
ー
の
木
内
玉
枝
さ
ん

は
「
私
た
ち
が
丹
精
込
め
て
作
っ
た
旬
の
野
菜
を
、

ぜ
ひ
、
食
べ
て
く
だ
さ
い
」
と
自
信
た
っ
ぷ
り
。
マ

ロ
ニ
エ
の
里
朝
市
は
、
３
月
か
ら　

月
ま
で
の
毎
週

１２

金
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▲メンバーが丹精込めてつくった旬の野菜が所狭し
と並ぶ会場。訪れた人たちは、豚汁やまぜごはん
を食べて温まっていた

　
　

月　

日
、
但
東
町
大
河
内
の
伊
吹
山
な
ど
で
、

１１

２６

河
ノ
辺
の
大
桜
２
世
の
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

河
ノ
辺
の
大
桜
（
市
指
定
天
然
記
念
物
・
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
）
は
、
昨
年
１
月
の
豪
雪
で
倒
れ
ま
し
た
が
、

地
元
の
薬
王
寺
ふ
る
さ
と
委
員
会
が
、
そ
の
前
か
ら

桜
の
子
孫
を
残
そ
う
と
、
種
を
採
り
苗
木
を
育
て
、

植
樹
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

植
樹
で
は
、
高
橋
小
学
校
の
児
童　

人
と
高
橋
幼

５２

稚
園
の
園
児
６
人
が
校
庭
の
片
隅
に
苗
木
１
本
を
植

え
、
そ
の
後
、
大
桜
の
そ
ば
ま
で
５
、
６
年
生
が

登
っ
て
苗
木
４
本
を
植
え
ま
し
た
。
６
年
生
の
衣
川

結
希
さ
ん
は
「
大
桜
の
よ
う
に
大
き
く
育
ち
、
き
れ

い
な
花
を
咲
か
せ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲倒れて枯死した大桜（奥）の近くに２世の苗木を植え
る児童たち

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
試
験
放
流

２
年
３
ヵ
月
ぶ
り
に

故
郷
の
出
石
川
へ

▲オオサンショウウオを筒を使って１頭ずつ放流する寺
坂小学校の児童たち

マ
ロ
ニ
エ
の
里
朝
市
「
感
謝
祭
」

あ
っ
た
か
う
ど
ん
で心

も
和
む

河
ノ
辺
の
大
桜
２
世
の
植
樹

大
桜
の
よ
う
に
大
き
く

き
れ
い
な
花
を
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但
東
町
商
工
会
青
年
部
の
副
部

長
を
務
め
る
田
畑
和
輝
さ
ん
は
、

今
年
９
月
に
神
戸
市
で
開
催
さ
れ

た
近
畿
地
域
の
商
工
会
青
年
部
を

対
象
と
し
た
ス
ピ
ー
チ
大
会
で
準

優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
同
部
は
、

但
東
町
で
商
業
を
営
む　

歳
代
か

２０

ら　

歳
代
の
若
者　

人
が
所
属
し

３０

１４

て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
や
イ

ベ
ン
ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

田
畑
さ
ん
は
「
過
疎
化
が
進
む

但
東
地
域
で
、
地
域
の
活
性
化
に

取
り
組
む
青
年
部
の
様
子
を
熱
く

語
っ
た
こ
と
が
結
果
に
つ
な
が
り

ま
し
た
」
と
笑
顔
で
振
り
返
り
ま

す
。

　

ス
ピ
ー
チ
の
原
稿
は
、
部
員
全

員
で
考
え
て
作
成
し
、
内
容
は
、

平
成　

年
か
ら
同
部
が
取
り
組
む

１７

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ツ
リ
ー
の
イ
ベ
ン

ト
の
成
功
を
軸
に
、
絹
織
物
産
業

の
隆
盛
、
そ
の
後
の
過
疎
化
や
台

風　

号
被
災
な
ど
同
町
の
歴
史
を

２３
絡
め
な
が
ら
紹
介
し
ま
し
た
。

　

田
畑
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
、
あ

ま
り
人
前
で
話
し
た
経
験
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
最
初
は
、
原
稿
の

シ
ナ
リ
オ
が
頭
に
入
ら
ず
、
一
人

で
練
習
し
て
い
て
も
言
葉
が
詰
ま

り
、
ス
ピ
ー
チ
が
何
度
も
途
切
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
練
習
し
て
も

う
ま
く
話
せ
ず
、
悩
む
日
々
が
続

き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
田
畑
さ
ん
を
支
え
た
の

が
、
部
員
や
友
人
た
ち
で
、
仕
事

が
終
わ
っ
て
か
ら
部
員
数
人
を
前

に
ス
ピ
ー
チ
の
練
習
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
次
第
に
、
堂
々
と

滑
ら
か
に
話
せ
る
よ
う
に
な
り
、

今
年
５
月
に
行
わ
れ
た
但
馬
大
会

で
は
見
事
に
優
勝
。
続
く
７
月
の

県
大
会
で
も
優
勝
し
、
近
畿
大
会

へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
、
見
事
、

準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

同
部
が
取
り
組
む
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
ツ
リ
ー
は
、
平
成　

年
の
台
風

１６

　

号
の
被
害
を
受
け
た
但
東
地
域

２３に
、
明
る
い
話
題
を
届
け
た
い
と

い
う
思
い
で
、
翌
年
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。

　

市
役
所
但
東
総
合
支
所
前
の
駐

車
場
に
は
、
約
１
、８
０
０
個
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
作
ら
れ
た
ツ

リ
ー
が
色
鮮
や
か
に
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
、
見
る
者
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
す
。
こ
の
ツ
リ
ー
に
使

用
し
て
い
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、

同
部
が
町
内
在
住
者
に
呼
び
か
け

て
収
集
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
毎
年　

月
に
開
催
さ
れ

１０

る
但
東
い
ろ
ど
り
フ
ェ
ス
タ
で
は
、

部
員
た
ち
が
自
ら
演
じ
る
寸
劇

「
マ
モ
ル
ン
ジ
ャ
ー
」
を
披
露
し
、

訪
れ
た
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
ゴ
ミ

の
不
法
投
棄
や
ゴ
ミ
の
正
し
い
分

別
方
法
を
伝
え
る
と
い
う
内
容
で

▲但東町商工会青年部で副部長を務める
田畑さん。家業の畳店で働きながら活動
を展開している。趣味は野球

　但東地域には、商工会青年部を対象としたスピーチ大会で、輝かし
い成績を残した男性がいます。同部は、ふるさとを明るく活力あるま
ちにしようとさまざまな活動を展開しています。今回は、その一人の
男性を同部の活動を交えながら紹介します。

若い力で
生まれ育ったまちを元気にしたい

田畑　 和  輝 
かず てる

さん（３３歳）但東町出合在住

▲但東いろどりフェスタで披露された寸劇「マモ
ルンジャー」

す
。
部
員
た
ち
が
仕
事
が
終
わ
っ

て
か
ら
集
ま
っ
て
練
習
を
重
ね
た

結
果
、
当
日
は
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
１
０
０
人
を
超
す
観
客
が

集
ま
り
、
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
部
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展

開
す
る
田
畑
さ
ん
は
「
自
分
が
生

ま
れ
育
っ
た
ま
ち
を
元
気
づ
け
、

少
し
で
も
活
力
あ
る
ま
ち
に
し
た

い
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
私
た

ち
の
若
い
力
を
存
分
に
発
揮
し
て

い
き
た
い
で
す
。
自
分
た
ち
が
頑

張
れ
ば
周
囲
が
変
わ
り
、
や
が
て

は
地
域
も
変
わ
っ
て
い
く
と
信
じ

て
い
ま
す
」
と
力
強
く
話
し
て
い

ま
し
た
。
同
部
の
活
動
に
よ
っ
て
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

人
と
人
を
つ
な
い
だ　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ツ
リ
ー

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

　

近
畿
大
会
で
準
優
勝

支
え
て
く
れ
た
の
は　

　
　

部
員
や
友
人
た
ち

▲

平
成　

年
１
月　

日
ま
で
、
午
後

２０

３１

５
時
か
ら
午
前
０
時
ま
で
点
灯
さ

れ
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ツ
リ
ー

人
が
変
わ
れ
ば　
　
　

　
　
　

地
域
も
変
わ
る
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三
方
小
学
校
は
、
日
高
地
域
の

神
鍋
高
原
の
麓
に
位
置
し
、
大
自

然
に
囲
ま
れ
た
環
境
の
中
、　

地
１９

区
か
ら
１
６
０
人
の
児
童
が
通
っ

て
い
ま
す
。

　

三
方
小
学
校
に
通
う
宮
田
実
歩

さ
ん
は
衣
食
住
文
化
ク
ラ
ブ
に
所

属
し
、
週
１
回
の
活
動
で
は
、
ア

ク
リ
ル
た
わ
し
や
梅
シ
ロ
ッ
プ
、

桑
茶
な
ど
を
作
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
要
ら
な
く
な
っ
た
服
な
ど
を

利
用
し
て
趣
味
で
マ
フ
ラ
ー
や
セ

ー
タ
ー
な
ど
を
作
り
、
友
達
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

三
方
小
学
校
 

案
内
者
 宮
田
実
歩
 

（
日
高
） 

さ
ん
 

２９ 

み 

ほ 

　

今
回
は
、
宮
田
さ
ん
に
三
方
小

学
校
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

私
が
通
う
三
方
小
学
校
の
特
徴

は
、
校
舎
玄
関
に
入
る
と
、
階
段

の
踊
り
場
に
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が

あ
る
こ
と
で
す
。
こ
の
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
は
、
地
域
の
方
が
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
た
も
の
で
、
校
区
の
四
季

の
移
り
変
わ
り
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。

　

毎
朝
、
登
校
し
て
来
る
と
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
か
ら
外
の
光
り
が
差

し
込
ん
で
き
て
、
と
て
も
気
持
ち

よ
く
一
日
が
始
ま
る
の
で
、
私
は

こ
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
大
好
き

で
す
。

　

学
校
行
事
の
中
で
私
が
一
番
好

き
な
行
事
は
、　

月
ご
ろ
に「
ハ
ー

１１

ト
・ｔ
ｏ
    

・
ハ
ー
ト
」
と
題
し
て
行
う
、

ト
ウ

祖
父
母
に
学
ぶ
会
で
す
。

　

こ
の
行
事
は
、
地
域
の
高
齢
者

を
講
師
に
招
い
て
、
昔
の
暮
ら
し

や
遊
び
な
ど
を
教
え
て
も
ら
い
ま

す
。
わ
ら
細
工
、
ダ
イ
ガ
ク
イ
モ
、

は
っ
た
い
粉
作
り
な
ど
に
挑
戦
し
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。

　

中
で
も
、
う
ど
ん
作
り
が
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
生
地
を

し
っ
か
り
と
練
っ
て
調
理
し
て
食

べ
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
作
っ
て

み
ん
な
と
食
べ
た
か
ら
、
と
て
も

お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
１
月
に
は
ス
キ
ー
教
室

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
教
室
は
、５
・

６
年
生
が
体
育
の
行
事
と
し
て
行

う
も
の
で
、
昨
年
は
雪
が
少
な
く

て
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
み
ん
な

が
楽
し
み
に
し
て
い
る
ス
キ
ー
教

室
が
で
き
る
よ
う
に
、
今
年
は

い
っ
ぱ
い
雪
が
降
っ
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

▲地域の高齢者に教わりながらうどん作
りに挑戦

　

竹
野
町
で
活
動
し
て
い
る

「
ハ
ー
モ
ニ
カ
同
好
会
」
は
、
趣

味
を
通
じ
て
、
健
康
的
で
誰
も
が

楽
し
め
る
よ
う
な
活
動
を
し
よ
う

と
、
平
成　

年
に
発
足
し
ま
し
た
。

１３

現
在
、
会
員
は
８
人
で
す
。
練
習

は
、
毎
月
２
回
、
メ
ン
バ
ー
の
予

定
が
合
う
日
を
決
め
て
、
竹
野
南

地
区
公
民
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
会
代
表
の 
津  
禰  
鹿 
武
志
さ
ん

つ 

ね 

か

（
竹
野
町
森
本
）は
「
ハ
ー
モ
ニ
カ

を
吹
く
と
気
分
転
換
に
な
る
の
で
、

毎
回
の
練
習
日
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

ハ
ー
モ
ニ
カ
は
、
小
学
校
な
ど

で
誰
も
が
一
度
は
吹
い
た
こ
と
の

あ
る
親
し
み
の
あ
る
吹
奏
楽
器
で

す
。
吹
く
だ
け
で
な
く
吸
う
こ
と

に
よ
っ
て
も
音
が
出
る
の
で
、
長

い
フ
レ
ー
ズ
を
息
つ
ぎ
な
し
で
演

奏
で
き
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
種

類
は
、
口
に
入
れ
て
演
奏
で
き
る

ほ
ど
小
型
の
も
の
か
ら
、　

セ
ン

６０

チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
長
さ
ま
で
あ

り
ま
す
。

　

発
足
当
時
、
メ
ン
バ
ー
は
楽
譜

の
読
み
取
り
方
も
わ
か
ら
ず
、
な

か
な
か
曲
を
演
奏
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
で
も
、
メ
ン
バ
ー
そ

れ
ぞ
れ
が
楽
し
み
な
が
ら
練
習
し
、

み
ん
な
で
合
奏
す
る
こ
と
が
で
き

る
ほ
ど
の
腕
前
に
成
長
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
練
習
し
た
成
果
を
竹
野

町
文
化
祭
や
町
内
の
小
学
校
児
童

と
の
交
流
会
な
ど
で
披
露
し
、
聴

く
人
々
の
心
を
和
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
「
ハ
ー
モ
ニ
カ
を

演
奏
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
的

で
い
ら
れ
ま
す
。
み
ん
な
と
顔
を

合
わ
せ
て
演
奏
で
き
る
の
で
、
毎

回
の
練
習
日
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
」
と
声
を
揃
え
て
い
ま
し
た
。

▲大自然に囲まれながら子どもたち
が学習している三方小学校

　

私
た
ち
は
、
地
域
の
方
々
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
、
優
し
さ
と

温
も
り
を
感
じ
な
が
ら
、
楽
し
く

学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

▲「自分たちのペースで楽しむこと」がモッ
トーのメンバーたち

『
ハ
ー
モ
ニ
カ
同
好
会
』（
竹
野
）

み
ん
な
と
合
奏　
懐
か
し
い
音
色
に
心
も
和
む
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シ
リ
ー
ズ 

3

赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト 

部
屋
で
す
。

　

も
し
、
衣
裳
を
し
ま
う
前
に
汗

が
に
じ
ん
で
い
た
ら
、
塩
分
が
結

晶
化
し
な
い
よ
う
に
霧
吹
き
を
か

け
て
か
ら
乾
か
し
、
ま
た
、
化
粧

の
白
粉
が
付
い
て
い
た
ら
ベ
ン
ジ

ン
で
ふ
き
取
り
、
ほ
つ
れ
が
あ
っ

た
ら
縫
い
直
し
て
、
ア
イ
ロ
ン
を

あ
て
て
シ
ワ
を
取
り
、
衣
裳
方
が

た
た
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
永
楽
館

の
衣
裳
部
屋
の
大
き
さ
は
約
７
・

５
畳
で
す
。

〈
湯
殿
〉

　

役
者
な
ど
が
顔
や
体
に
付
い
た

化
粧
や
墨
を
落
と
す
風
呂
場
の
こ

と
で
、
永
楽
館
で
は
、
下
手
側
奥

の
１
階
に
あ
り
ま
す
。

　

浴
槽
は
、
い
わ
ゆ
る
鋳
鉄
製
の

「
五
右
衛
門
風
呂
」で
、「
湯
殿
」の

外
に
は
薪
を
く
べ
る
「
か
ま
ど
」

が
あ
り
、「
湯
殿
」
の
中
に
は
浴
槽

へ
給
水
す
る
た
め
の
手
漕
ぎ
ポ
ン

出
石
・
永
楽
館
通
信 

「
永
楽
館
の
舞
台
設
備
　
　  

」 

（
そ
の
3
） 

　
建
物
を
全
面
改
修
し
、
来
年
夏
に
完
成
す
る
「
永
楽 

館
」
に
つ
い
て
の
情
報
を
発
信
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
《
問
合
せ
》
教
育
委
員
会
出
石
分
室 

⑤ 
　

前
回
に
続
き
、
永
楽
館
に
残
る

多
く
の
舞
台
設
備
の
特
徴
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

〈
衣
裳
部
屋
〉

　

そ
の
名
の
と
お
り
役
者
の
衣
裳

を
置
い
た
り
着
付
け
し
た
り
す
る

プ
が
あ
り
ま
す
。

〈
ブ
ド
ウ
棚
〉

　

舞
台
の
天
井
部
に
は
、
格
子
状

に
竹
を
荒
縄
で
留
め
た
「
ブ
ド
ウ

棚
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
「
ブ
ド
ウ
棚
」
か
ら
は
、

看
板
や
幕
を
吊
る
し
た
り
、
演
目

に
あ
わ
せ
て
裏
方
が
ブ
ド
ウ
棚
の

上
を
歩
き
、
紙
吹
雪
な
ど
を
降
ら

し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
永
楽
館
の
「
ブ
ド
ウ
棚
」

に
は
、
中
央
部
分
に
窓
の
よ
う
に

空
い
た
部
分
が
あ
り
、
ち
ょ
う
ど

そ
の
上
に
は
役
者
や
舞
台
道
具
な

ど
を
「
宙
吊
り
」
を
す
る
機
構
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
は
屋
根
裏
に
な
る
の
で
、

夏
な
ど
は
サ
ウ
ナ
状
態
に
な
り
ま

す
。
紙
吹
雪
で
は
な
く
、
汗
が
降

ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
ね
。

　

続
き
は
、
次
号
で
紹
介
し
ま
す
。

トラス 

楽屋 楽屋 
太夫座 

囃子場 
馬立て 

衣裳部屋 

チョボ床 

廻り舞台 せり 
湯殿へ 
大道具置場 

カヅラ部屋 

奈落へ 

スッポン 

花道 東桟敷 

二階桝席 

通路 

西桟敷 

平桟敷 
鳥屋 

小道具 
部屋 

トラス 

楽屋 楽屋 
太夫座 

囃子場 
馬立て 

衣裳部屋 

チョボ床 

廻り舞台 せり 
湯殿へ 
大道具置場 

カヅラ部屋 

奈落へ 

スッポン 

花道 東桟敷 

二階桝席 

通路 

西桟敷 

平桟敷 
鳥屋 

小道具 
部屋 

ブドウ棚 ブドウ棚 

　

市
で
は
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事

業
と
し
て
、
７
か
月
乳
幼
児
健
診

時
に
す
べ
て
の
赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま 

す
。

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
は

　

地
域
の
赤
ち
ゃ
ん
が
集
ま
る
７

か
月
乳
幼
児
健
診
時
に
、
赤
ち
ゃ

ん
と
保
護
者
が
ゆ
っ
く
り
向
き
合

い
、
心
ふ
れ
あ
う
ひ
と
と
き
を
持

つ
き
っ
か
け
を
つ
く
る
事
業
で
す
。

　

健
診
の
待
ち
時
間
に
図
書
館
職

員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
を
体
験
し
て
い
た

だ
き
、
帰
宅
後
も
、
す
ぐ
に
絵
本

を
開
い
て
赤
ち
ゃ
ん
と
楽
し
い
時

間
を
持
て
る
よ
う
、
絵
本
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

絵
本
は
、
２
種
類
あ
り
、
お
子

さ
ん
の
興
味
や
反
応
を
見
て
好
き

な
方
を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

●
ど
う
し
て
赤
ち
ゃ
ん
に

絵
本
な
の
？

　

ま
だ
内
容
が
理
解
で
き
な
く
て

も
、
言
葉
の
響
き
を
楽
し
ん
だ
り
、

周
り
の
保
護
者
か
ら
温
か
い
言
葉

を
か
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
成
長
の

た
め
の
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
を
実
施
し
て

い
る
７
か
月
児
は
、
十
分
に
絵
本

を
楽
し
む
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

絵
本
に
顔
を
近
づ
け
た
り
、
指
で

示
し
て
笑
っ
た
り
、
赤
ち
ゃ
ん
の

反
応
を
楽
し
み
な
が
ら
一
緒
に
絵

本
を
開
い
て
く
だ
さ
い
。

●
赤
ち
ゃ
ん
向
け
お
は
な
し
会

〈
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご
〉

▽
日
時　

毎
月
第
１
木
曜
日
午
前

　
　

時
〜

１１
▽
場
所　

図
書
館
本
館
１
階　

お

　

は
な
し
の
ヘ
や

▽
問
合
せ　

図
書
館
本
館

〈
え
ほ
ん
の
と
び
ら
〉

▽
日
時　

毎
月
第
１
水
曜
日
午
前

　
　

時　

分
〜

１０

３０

▽
場
所　

出
石
農
村
環
境
改
善
セ

　

ン
タ
ー　

和
室

▽
問
合
せ　

図
書
館
出
石
分
館

　

�　

－

５
４
８
９

５２

※
い
ず
れ
も
０
〜
２
歳
児
を
対
象

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

※　

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

３６

　

市
が
行
っ
て
い
る
「
子
育
て
支
援
事
業
」
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。　
　
　
　

《
問
合
せ
》
図
書
館
本
館
�　

－

６
１
５
１

２３

永楽館の内部

▲永楽館に残る「湯殿」の五右衛門風呂



29 広報とよおか　2007.12.25

▽
田
中
千
春
（
中
央
町
）

　

田
中
さ
ん
は
、
豊
陵
保
育
園
長

を
務
め
る
な
ど
、
長
年
に
わ
た
り

社
会
福
祉
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

▽
土
生
田
喜
代
子（
竹
野
町
奥
須
井
）

　

土
生
田
さ
ん
は
、
兵
庫
県
愛
育

連
合
会
会
長
を
務
め
る
な
ど
、
長

年
に
わ
た
り
明
る
く
豊
か
な
地
域

社
会
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

■
総
務
大
臣
表
彰

▽
阿
部
嘉
代
（
高
屋
）

▽
元
井
義
文
（
城
崎
町
湯
島
）

■
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

▽
大
豊
機
工
㈱
（
中
陰
）

■
経
済
産
業
省
感
謝

▽
谷
口
質
子
（
宮
島
）

▽
水
口
正
雄
（
但
東
町
奥
藤
）

■
知
事
感
謝

▽
小
田
垣
光
子
（
日
高
町
佐
田
）

▽
京
田
隆
子
（
三
坂
町
）

▽
下
垣
ひ
と
み（
日
高
町
栗
栖
野
）

▽
友
田
多
佐
子
（
三
坂
町
）

▽
中
井
博
文
（
城
崎
町
来
日
）

▽
成
田
康
夫
（
正
法
寺
）

▽
原　

勝
則
（
日
高
町
万
劫
）

▽
村
田
由
佳
（
日
高
町
山
本
）

▽
吉
谷
敦
子
（
日
高
町
祢
布
）

■
兵
庫
県
知
事
感
謝

▽
植
松
清
司
（
出
石
町
細
見
）

▽
湯
口
長
一
（
出
石
町
上
村
）

■
全
国
農
業
共
済
協
会
長
特
別
表
彰

▽
奥
谷
泰
三
（
但
東
町
畑
）

▽
吉
田　

格
（
日
高
町
栗
山
）

■
兵
庫
県
農
業
共
済
組
合
連
合
会

　

長
表
彰

▽
幸
岡
康
夫
（
金
剛
寺
）

▽
田
中　

寛
（
竹
野
町
須
野
谷
）

■
兵
庫
県
農
業
共
済
組
合
連
合
会

　

長
感
謝

▽
上
野
俊
一
（
日
高
町
赤
崎
）

▽
川
端
秀
雄
（
香
住
）

▽
川
邉
正
行
（
佐
野
）

▽
木
下
榮
雄
（
中
谷
）

▽
渋
谷
厚
志
（
但
東
町
唐
川
）

▽
関
口
一
義
（
出
石
町
川
原
）

▽
長
砂
正
夫
（
加
陽
）

▽
西
田　

巖
（
日
高
町
十
戸
）

▽
新
田
義
孝
（
中
郷
）

▽
蜂
須
賀
久
人
（
森
津
）

▽
福
田
清
一
（
竹
野
町
濱
須
井
）

▽
船
木
武
司
（
出
石
町
三
木
）

▽
松
下
建
雄
（
庄
境
）

▽
水
嶋
政
美
（
加
陽
）

▽
道
下
慶
彦
（
但
東
町
小
坂
）

▽
宮
嶋
重
喜
（
但
東
町
小
谷
）

▽
井
�　

昭
（
中
央
町
）

▽
岸
本
直
幸
（
但
東
町
大
河
内
）

▽
酒
井
和
昭
（
出
石
町
日
野
辺
）

▽
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
兵
庫
連

　

盟
豊
岡
第
２
団
（
千
代
田
町
）

■
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会

　

長
賞

▽
笠
原
麻
衣
（
日
高
東
中
３
年
）

■
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優

　

秀
賞

▽
小
畑　

亮
（
出
石
中
３
年
）

■
兵
庫
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合

　

会
会
長
賞

▽
安
田　

峻（
近
大
付
属
豊
岡
中
２
年
）

（
敬
称
略
）

おおおおおおおおおおお
めめめめめめめめめめめ
ででででででででででで
ととととととととととと
ううううううううううう

ごごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいいい
ままままままままままま
すすすすすすすすすすす

農
業
災
害
補
償
制
度

　

周
年
記
念
功
労
者
表
彰

６０

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　本コーナーに出演いただくお子さんを
募集します。対象は市内在住で２歳までの
乳幼児。お子さんの写真の裏に氏名（ふ
りがな）、性別、生年月日、保護者の氏名、
住所、電話番号とコメント（４０字以内）
を添えて、秘書広報課「すくすく日記係」
へお送りください。 

絵
本
が
大
好
き
な
莉
胡
。こ
れ
か
ら
も

優
し
い
笑
顔
で
元
気
に
す
く
す
く
育
っ

て
ね
�

（
父　
勉
・
母　
知
也
子
、下
陰
）

豪
１
歳
お
め
で
と
う
�
�
元
気
に
す

く
す
く
育
っ
て
く
だ
さ
い
！
お
兄

ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
ネ
�

（
父　
智
宏
・
母　
弘
子
、日
高
町
石
井
）（平成１８年１１月３日生）

真 鍋 莉  胡 
り こ

ちゃん

平
成　

年
度
中
学
生

１９

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」表
彰

（平成１８年１０月２１日生）
奥 山　  豪 

ごう

ちゃん

兵
庫
県
社
会
賞

平
成　

年
度

１９
統
計
功
労
者
表
彰

平
成　

年
度
全
国

１９
体
育
指
導
委
員
連
合
表
彰

平
成　

年
度
兵
庫
県

１９

体
育
指
導
委
員
功
労
者
表
彰

厚
生
労
働
省

医
薬
食
品
局
長
感
謝
状

１
歳
お
め
で
と
う
！
す
く
す
く
元
気
に

育
っ
て
ネ
。

（
父　
恵
介
・
母　
恵
理
、出
石
町
寺
坂
）

笑
顔
が
す
て
き
な
乙
葉
！
い
つ
も
ニ

コ
ニ
コ
思
い
や
り
の
あ
る
や
さ
し
い

子
に
育
っ
て
ね
。　

（
父　
博
・
母　
日
出
子
、戸
牧
）

（平成１８年１１月２９日生）
土 野 晃  生 

こう き

ちゃん
（平成１８年１０月１５日生）
足 立 乙  葉 

おと は

ちゃん

元
気
に
す
く
す
く
と
大
き
く
な
っ
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
�
寧
音
は
家
族

み
ん
な
の
大
切
な
宝
物
だ
ヨ
！

（
父　
浩
次
・
母　
敦
子
、日
高
町
鶴
岡
） （平成１８年６月２日生）

長谷川 寧  音 
ね ね

ちゃん
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●豊　岡　市　役　所
　� 23‐1111
●城崎総合支所
　� 32‐0001
●竹野総合支所
　� 47‐1111
●日高総合支所
　� 42‐1111
●出石総合支所
　� 52‐3111
●但東総合支所
　� 54‐1000

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
で
は
、
新

春
を
祝
い
、
１
月
３
日（
木
）・
４

日（
金
）を
特
別
開
館
し
ま
す
。
ま

た
、
３
日
に
は
、
家
の
繁
盛
や
豊

作
を
願
う
伝
統
芸
能
の
法
花
寺
万

歳
が
披
露
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時　
　
　

■
法
花
寺
万
歳

▽
日
時　

１
月

　

３
日（
木
）午

　

前　

時　

分
〜

１０

３０

▽
場
所　

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
多

目
的
ホ
ー
ル

▽
そ
の
他　
　

月　

日（
金
）〜
１

１２

２８

月
２
日（
水
）は
休
館
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館

　

�　

－

７
７
５
０

２３
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館

新
春
特
別
開
館

　

市
で
は
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
ア
ネ
シ
ス
」

に
委
託
し
、
市

内
の
認
知
症
高

齢
者
お
よ
び
認

知
症
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
方

を
対
象
に
、
音
楽
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

音
楽
は
「
歌
う
」「
聴
く
」「
演

奏
す
る
」
こ
と
に
よ
り
、
心
身
に

快
い
刺
激
を
与
え
、
情
緒
の
回
復

や
安
定
を
図
る
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昔
な
つ
か
し
い
歌
、
思
い
出
の

歌
や
童
謡
な
ど
を
み
ん
な
で
楽
し

く
歌
い
、
参
加
者
相
互
の
交
流
を

図
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

１
月　

日
、
２
月　

日
、

１９

１６

３
月　

日
の
い
ず
れ
も
土
曜
日
、

１５

午
後
２
時
〜
３
時

認
知
症（
予
防
）

高
齢
者
音
楽
会

▽
場
所　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム　

ア

ネ
シ
ス
（
豊
岡
市
寿
町
２
‐　

）
１６

▽
講
師　

ピ
ア
ノ
講
師　

大
谷
妃

早
子
さ
ん

▽
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

２０

▽
参
加
費　

１
回
１
０
０
円
（
歌

集
代
）　
　
　
　
　
　

▽
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　
　

月　

日（
木
）〜

１２

２７

１
月　

日（
木
）

１７

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム　

ア
ネ
シ
ス

　

�　

－

０
６
８
５

２３

　

但
馬
の
内
外
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
但
馬
芸
術
文
化
会
議
所
属
の
皆

さ
ん
の
、
作
品
展
な
ら
び
に
即
売

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

１
月　

日
（
土
）・　

日

１２

１３

（
日
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（　

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

１３

▽
場
所　

市
民
会
館　

３
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▽
展
示
・
即
売
品　

書
、

絵
画
、
陶
芸
、
写
真
、

色
紙　

な
ど

▽
問
合
せ　

但
馬
芸
術
文
化
会
議

　
（
但
馬
文
教
府
内
）

　

�　
－

４
４
０
７

２２

但
馬
芸
術
文
化
会
議

　

第
７
回 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
小
品
展

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
新
年
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ

す
た
め
の
「
賀
詞
交
換
会
」
を
開

催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

功
労
者
表
彰
も
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

１
月
４
日（
金
）午
前　
１１

時
〜

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ

　

っ
と
ス
テ
ー
ジ

▽
問
合
せ　

秘
書
広
報
課
秘
書
係

豊
岡
市

賀
詞
交
換
会
の
ご
案
内

催

し

催

し
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▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
消
防
安

全
係

▽
開
催
日　

　

１
月　

日（
日
）

１３

▽
日
程
・
内
容

・
午
後
０
時　

分
〜　

受
付

４５

・
午
後
１
時　

分
〜
２
時　

式
典

３０

・
午
後
２
時　

分
〜　

分

１０

４０

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
ア
カ
ペ
ラ

コ
ン
サ
ー
ト
を
予
定
）

※
昨
年
ま
で
実
施
し
て
い
た
交
流

会
は
行
い
ま
せ
ん
。

▽
場
所　

市
民
会
館　

文
化
ホ
ー

ル
▽
問
合
せ　

生
涯
学
習
課
人
権
・

社
会
教
育
係

平
成　

年 
消
防
団
出
初
式

２０

平
成　

年
度　
豊
岡
市
成
人
式

１９

特記事項式典会場開始時間実施日消防団

１月５日（土）午後１時～
６日（日）午後１時まで、
市営中央駐車場が使用で
きません。迷惑をおかけ
しますが、協力をお願い
します。

市民体育館午前９時

１月６日
（日）

豊岡

大谿川沿いで行う放水演
技による水しぶきや消防
車両の市道停車など、迷
惑をおかけしますが、協
力をお願いします。

城崎小学校午前１０時

城崎

城崎総合支所午前１１時

竹野中学校体育館午前９時３０分竹野

出石中学校体育館午前１０時
１月７日
（月）

出石

１月６日（日）午前７時～
正午まで、但東総合支所
前駐車場は、駐車および
通行ができません。迷惑
をおかけしますが、協力
をお願いします。

但東市民センター
午前　　
９時３０分

１月６日
（日）

但東

※日高消防団については、４月に実施予定

　

市
で
は
、
毎
年
、
国
か
ら
委
託

さ
れ
実
施
し
て
い
る
各
種
の
統
計

調
査
に
協
力
い
た
だ
く
調
査
員
の

登
録（
候
補
）者
を
、
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格　

市
内
在
住
の　

歳
２０

以
上
の
方
で
、
調
査
期
間
中
に

調
査
に
専
念
で
き
る
方
。
た
だ

し
、
税
務
、
警
察
、
選
挙
に
直

接
関
係
す
る
方
は
除
く
。

▽
活
動
内
容　

実
施
さ
れ
る
統
計

調
査
ご
と
に
、
そ
の
調
査
内
容

や
統
計
調
査
員
登
録
者
の
意
向

を
確
認
の
上
で
、
各
統
計
調
査

に
協
力
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
募
集
人
員　
　

人
程
度

５０

▽
応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
申
込
み
動
機
を
記
入
の
上
、

ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は

メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

応
募
者
に
は
、
登
録
等
に
必
要

な
書
類
を
送
付
し
ま
す
。

▽
申
込
期
限　

１
月　

日（
金
）

２５

▽
応
募
・
問
合
せ　

総
務
課
行
政

係

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

soum
u@
city.toyooka.lg.jp

募

集

募

集

統
計
調
査
員
登
録
者
募
集

▽
職
種
・
人
員

・
理
学
療
法
士
ま
た
は
作
業
療
法

士　

１
人

・
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師　
１
人

▽
受
験
資
格　

い
ず
れ
も
資
格
を

有
す
る　

歳
未
満
の
方

４０

▽
採
用
予
定
日　

４
月
１
日

※
採
用
予
定
日
以
前
の
勤
務
開
始

も
可
能
で
す
。

▽
申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書（
写

真
貼
付
）を
郵
送
ま
た
は
持
参

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

１
月
３
日（
木
）〜

　

日（
金
）午
前
８
時　

分
〜
午

２５

３０

後
５
時

※
土
・
日
曜
、
祝
日
は
除
く
。

■
試
験

▽
日
時　

１
月　

日（
木
）

３１

※
時
間
は
、
後
日
、
通
知
し
ま
す
。

▽
場
所　

豊
岡
シ
ル
バ
ー
ス
テ
イ

会
議
室
（
豊
岡
市
戸
牧
１
１
３

２
‐
２
）

▽
内
容　

面
接
お
よ
び
作
文

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
シ
ル

バ
ー
ス
テ
イ
�　

－

８
６
８
６

２６

医
療
法
人
敬
愛
会

　
介
護
老
人
保
健
施
設

　

豊
岡
シ
ル
バ
ー
ス
テ
イ

職
員
募
集
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▽
日
時　

１
月　

日（
土
）・　

日

１２

１３

（
日
）の
１
泊
２
日

※
１
月　

日（
土
）午
前
７
時　

分

１２

４５

に
、
じ
ば
さ
ん
但
馬
前
に
集
合

く
だ
さ
い
。
１
日
の
み
の
参
加

も
可
能
で
す
。
ま
た
、
宿
泊
者

は
、
夜
、
ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

▽
会
場　

万
場
高
原
ス
キ
ー
場

▽
内
容
・
対
象

①
初
級
…
ス
キ
ー
を
始
め
て
間
も

な
い
方

・
小
中
学
生
、
高
校
生
、
親
子
で

の
参
加
も
歓
迎

②
中
・
上
級
…
あ
る
程
度
滑
る
こ

と
が
で
き
る
方
、
急
斜
面
パ
ラ

レ
ル
が
で
き
る
方

・
シ
ニ
ア
コ
ー
ス
、
一
般
コ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。友
達
同
士
、グ
ル

　

ー
プ
、
夫
婦
で
の
参
加
も
歓
迎

③
Ｓ
Ａ
Ｊ
級
別
レ
ッ
ス
ン

・
同
検
定
会
を
３
月
８
日（
土
）・

９
日（
日
）に
予
定
し
て
い
ま
す
。

▽
指
導　

豊
岡
ス
キ
ー
協
会
会
員

▽
参
加
料　

い
ず
れ
も
２
日
間
で

６
、０
０
０
円
、
１
日
の
み
は 

３
、０
０
０
円

※
交
通
費
、リ
フ
ト
、ス
キ
ー
レ
ン

タ
ル
、
宿
泊
費
は
含
み
ま
せ
ん
。

▽
申
込
み　

ア
ク
テ
ィ
ー（
豊
岡

市
船
町
）、
全
但
ス
ポ
ー
ツ
（
京

町
）、オ
カ
ダ
ス
ポ
ー
ツ
ア
ス
ポ

店（
千
代
田
町
）ま
た
は
ア
イ

テ
ィ
店（
大
手
町
）に
あ
る
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

１
月
６
日（
日
）

▽
そ
の
他　

傷
害
保
険
に
つ
い
て

は
、
各
自
で
加
入
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

豊
岡
ス
キ
ー
協
会　

今
井
さ
ん

　

�
０
９
０－
３
２
８
８
‐
７
７
０
３

豊
岡
市
民
ス
キ
ー
教
室

■
英
会
話
教
室

　

楽
し
く
英
会
話
を
学
び
ま
し
ょ

う
。
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

１
月　

日（
火
）〜
３
月

２２

　

日（
火
）の
毎
週
火
曜
日
（
計

１１８
回
）
午
後
７
時　

分
〜
９
時

３０

▽
場
所　

日
高
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー

▽
内
容　

初
級
ク
ラ
ス
お
よ
び
中

級
ク
ラ
ス

▽
対
象　

高
校
生
以
上

豊
岡
市
国
際
交
流
協
会

日
高
支
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

（
日
高
総
合
支
所
総
務
課
内
）

　
　

－

１
１
２
０

FAX
４２

▽
受
講
料　

４
、０
０
０
円（
会
員

３
、０
０
０
円
）

▽
定
員　
　

人
２０

▽
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
お
よ
び
受
講
希
望
ク
ラ
ス
を

記
入
の
上
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
で
も

受
け
付
け
ま
す
。

▽
申
込
期
間　
　

月　

日（
木
）〜

１２

２７

１
月　

日（
金
）

１８

　

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
地
域
文
化

の
ス
テ
ー
ジ
づ
く
り
を
目
指
し
、

舞
台
技
術
ス
タ
ッ
フ
の
養
成
を
図

る
た
め
、
舞
台
照
明
基
礎
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

２
月
１
日（
金
）午
後
７

時
〜
９
時　

分
、
お
よ
び
２
日

３０

（
土
）・
３
日（
日
）午
前
９
時　
３０

分
〜
午
後
５
時（
計
３
回
）

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ

　

っ
と
ス
テ
ー
ジ

▽
対
象　
　

歳
以
上
で
、
基
本
的

１８

に
全
３
回
の
講
座
を
受
講
可
能

な
方
（
高
校
生
は
不
可
）

▽
内
容　

実
際
の
舞
台
照
明
を
想

定
し
た
実
践
的
な
講
座

▽
講
師　

大
阪
芸
術
大
学
舞
台
芸

術
学
科
客
員
教
授　

竹
内
一
秀

さ
ん

▽
受
講
料　

無
料

▽
定
員　
　

人
３０

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

▽
募
集
開
始
日　
　

月　

日（
木
）

１２

２７

▽
応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
プ
ラ
ザ
窓
口
ま
た
は
フ

　

ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

▽
応
募
・
問
合
せ　

豊
岡
市
民
プ

ラ
ザ
�　

－

３
０
０
０

２４

　
　
　

－

３
０
０
４

FAX
２４

講
座
・
講
習

講
座
・
講
習

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
主
催

舞
台
照
明
基
礎
講
座
Ⅱ

　

平
成　

年
に
発
生
し
た
台
風

１６

（　

、　

、　

、　

号
）
等
の
自
然

１６

１８

２１

２３

災
害
に
よ
り
被
災
し
、
被
災
者
向

け
住
宅
資
金
融
資
を
借
入
れ
、
一

定
の
要
件
を
満
た
す
方
を
対
象
に
、

制

度

制

度

ー
被
災
住
宅
の
再
建
、
利
子

補
給
申
請
は
お
済
み
で
す
か
ー

ひ
ょ
う
ご
住
宅
災
害
復
興

ロ
ー
ン
等
利
子
補
給
制
度

教

室

教

室
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県
お
よ
び
市
が
利
子
補
給
を
行
い

ま
す
。

▽
利
子
補
給
率

　

２
・
１
パ
ー
セ
ン
ト

（　

月　

日
現
在
）

１１

１３

※
住
宅
金
融
公
庫
融

　

資
以
外
の
場
合
は
、
そ
の
利
率

と
公
庫
の
利
率
を
比
べ
て
低
い

方
を
適
用

▽
利
子
補
給
期
間　

５
年
間

▽
申
請
期
限　

３
月　

日（
月
）

３１

▽
そ
の
他

・
申
請
に
は
、
新
築
建
物
の
登
記

事
項
証
明
書
、
建
築
確
認
済
証

な
ど
が
必
要
で
す
。

・
補
修
の
場
合
は
、
５
０
０
万
以

上
の
対
象
融
資
を
借
り
入
れ
た

方
が
利
子
補
給
の
対
象
で
す
。

・
要
件
等
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▽
申
請
・
問
合
せ　

商
工
課
商
工

振
興
係

備　　　考対象限度額対　象　融　資区　分

（注）公的住宅融資と民間住宅
融資をともに借り入れた場合
は、いずれか一方のみの融資
が対象となり、両方を申請す
ることはできません。
　ただし、公的融資のみを複
数借り入れた場合のみ同時申
請できます。

１，１６０万円（１）住宅金融公庫融資

自
己
居
住
用
住
宅

建 
設
・
購 
入

８００万円
（２）ひょうご住宅災害
　　復興ローン

１，１６０万円（３）民間住宅融資等

被災を受けた戸数が限度
１，１６０万円
／１戸

住宅金融公庫災害復
興住宅融資

賃
貸
住
宅

（注）融資を複数借り入れた

ときは、合計６４０万円までを

利子補給対象限度額とし、借

入額から２５０万円を差し引い

た額を基準として利子補給

金を算出します。

６４０万円（１）住宅金融公庫融資

自
己
居
住
用
住
宅

補　
　

修

４００万円
（２）ひょうご住宅災害
　　復興ローン

６４０万円（３）民間住宅融資等

　

兵
庫
県
司
法
書

士
会
但
馬
支
部
で

は
、「
土
地
や
建
物

の
名
義
を
変
え
た

い
」「
身
に
覚
え
の

な
い
請
求
が
来
た
」「
つ
い
契
約
し

た
が
解
約
し
た
い
」
等
々
、
私
た

ち
の
身
の
回
り
に
起
き
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
や
困
っ
た
こ
と
、
手
続

き
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
な

ど
に
対
し
て
、
司
法
書
士
が
身
近

な
法
律
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

気
軽
に
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

１
月　

日（
土
）午
後
１

１９

時
〜
４
時

▽
場
所　

じ
ば
さ
ん
但
馬　

３
階

デ
ザ
イ
ン
開
発
資
料
室

▽
予
約　

相
談
は
、
予
約
制
で
す
。

　

予
約
受
付
時
間
は
、
平
日
の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
予
約
・
問
合
せ　

兵
庫
県
司
法

書
士
会
但
馬
支
部　

法
律
相
談

委
員
会

　

�
０
７
９－

６
７
６－

３
３
６
８

相

談

相

談

司
法
書
士
に
よ
る

　

登
記
･
多
重
債
務
・

　

消
費
者
問
題
･
成
年
後
見
等

市
民
生
活
無
料
相
談
会

　

新
築
や
改
築
な
ど
を
含
め
た

「
暮
ら
し
や
す
い
住
ま
い
」
を
考

え
て
い
る
方
か
ら
の
質
問
や
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

　

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

１
月　

日（
日
）午
後
１

２７

時
〜
４
時
（
受
付
は
午
後
３
時

　

分
ま
で
）

３０
▽
場
所　

但
馬
長
寿
の
郷　

す
こ

や
か
セ
ン
タ
ー
（
八
鹿
町
国
木

５
９
４
‐　

）
１０

▽
相
談
員　
　

兵
庫
県
建
築
士
会

（社）

浜
坂
支
部
建
築
士
、
但
馬
長
寿

の
郷
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士

▽
相
談
内
容　

下
水
道
工
事
に
伴

う
ト
イ
レ
や
浴
室
な
ど
の
改
築

／
段
差
の
解
消
方
法
／
開
閉
し

や
す
い
ド
ア
へ
の
変
更
／
手
す

り
の
取
付
け
位
置
／
住
む
人
に

合
わ
せ
た
新
築
・
増
改
築
の
方

法
な
ど

▽
相
談
料　

無
料

※
で
き
る
だ
け
事
前
に
、
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

但
馬
長
寿
の
郷　

す

こ
や
か
セ
ン
タ
ー

　

�
０
７
９
６－

　

－

８
４
５
６

６２

但
馬
長
寿
の
郷

第
４
回
住
宅
改
修
相
談
会
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■
下
見
会

　

公
売
物
件
を
実
際
に
見
る
こ
と

が
で
き
る
下
見
会
を
開
催
し
ま
す
。

落
札
し
た
物
件
は
返
品
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に
よ

く
見
て
参
加
く
だ
さ
い
。
下
見
会

へ
の
参
加
申
込
み
は
不
要
で
す
。

▽
日
時　

１
月　

日（
土
）午
前　

１２

１０

時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

竹
野
総
合
支
所　

大
会

議
室

　

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
っ

て
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
、
次
の

と
お
り
公
売
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

▽
公
売
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
せ
り
売
り

▽
参
加
申
込
期
間　

１
月
８
日

（
火
）午
後
１
時
〜　

日（
月
）午

２１

後
５
時

▽
せ
り
売
り
期
間　

１
月　

日
２３

（
水
）午
後
１
時
〜　

日（
金
）午

２５

後
２
時

▽
代
金
納
付
期
限　

２
月
１
日

（
金
）午
後
３
時

▽
公
売
物
件　

ひ
な
人
形
、
掛
軸
、

陶
磁
器
な
ど　

点
３０

▽
参
加
資
格　

一
部
の
例
外
を
除

き
、　

歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば

２０

　

参
加
で
き
ま
す
が
、
公
売
保
証

金
の
納
付
が
必
要
で
す
。

▽
参
加
申
込
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ

　

ッ
ト
か
ら
の
参
加
と
な
り
ま
す
。

　
（
１
月
８
日
公
開
予
定
）

http://koubai.auctions.

yahoo.co.jp/hyg

_toyooka_city

▽
そ
の
他　

次
の
サ
イ
ト
で
も
公

売
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
利
用
く
だ
さ
い
。

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.city.toyooka.

lg.jp/koubai/top.htm

・
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
の

　
　
　
　
　
　

公
売
シ
ス
テ
ム

　

http://koubai.auctions.

yahoo.co.jp/

▽
問
合
せ　

税
務
課
収
税
係
（
公

売
担
当
）
�　

－

１
１
１
８

２３

平
成　

年
度　

１９

第
８
回 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

▽
公
売
方
法　

期
日
入
札

▽
公
売
会
場　

市
役
所
本
庁
舎

　

３
階
第
３
会
議
室

▽
公
売
期
日　

２
月　

日（
金
）

２９

▽
入
札
時
間　

午
後
２
時
〜
２
時

　

分
３０

▽
開
札
時
間　

午
後
２
時　

分
３０

▽
売
却
決
定
日
時　

３
月
７
日

（
金
）午
後
２
時

▽
買
受
代
金
納
付
期
限　

３
月
７

日（
金
）午
後
３
時

▽
参
加
資
格　

国
税
徴
収
法
で
規

定
さ
れ
る
例
外
を
除
き
、
成
人

不
動
産
公
売

の
方
で
あ
れ
ば
原
則
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
　

た
だ
し
、
両
物
件
と
も
農
業

委
員
会
が
発
行
す
る
買
受
適
格

証
明
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

転
用
目
的
で
購
入
す
る
方
は
１

月　

日（
木
）ま
で
に
、
農
地
の

１０
ま
ま
購
入
す
る
方
は
２
月
８
日

（
金
）ま
で
に
、
農
業
委
員
会
に

申
し
出
く
だ
さ
い
。

▽
入
札
当
日
の
持
ち
物　

印
鑑
、

公
売
保
証
金

※
法
人
の
場
合
や
代
理
人
に
よ
り

入
札
す
る
方
は
、
他
に
も
書
類

が
必
要
で
す
。

▽
注
意
事
項

・
公
売
財
産
に
つ
い
て
は
、
あ
ら

か
じ
め
現
況
、
関
係
公
募
等
を

十
分
確
認
く
だ
さ
い
。

・
事
情
に
よ
り
、
公
売
を
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
そ
の
他
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

税
務
課
収
税
係

豊
岡
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

▽
告
示
日

　

４
月
３
日（
木
）

▽
投
開
票
日

　

４
月　

日（
木
）

１０

▽
問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

公売保証金見積価格面　積地目所在地
売却区
分番号

２５０，０００円２，５００，０００円

２８６．００㎡

田

豊岡市
大篠岡

１
３２２．００㎡

４．８９㎡

５８．００㎡

１７０，０００円１，６６０，０００円１，３９９．００㎡
豊岡市
�渕土 

２

そ
の
他

そ
の
他
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ＦＭラジオで豊岡市の情報をお知らせしています !!（周波数　76.4 メガヘルツ）　「豊岡きらめき情報局」毎週月曜日～金曜日　8：00～8：05、17：50～17：52

▽
問
合
せ　

公
立
豊
岡
病
院
救
急

受
付
�　

－

６
１
１
１

２２

公
立
豊
岡
病
院 
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

　

市
役
所
本
庁
舎
敷
地
内
自
転
車

置
場
に
放
置
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

自
転
車
を
整
理
し
ま
す
。
期
日
ま

で
に
申
し
出
の
な
い
場
合
、
無
主

物
と
み
な
し
処
分
し
ま
す
。

　

放
置
さ
れ
て
い
る
と
み
な
し
た

自
転
車
は
、仮
置
場（
東
庁
舎
裏

手
）に
移
動
し
て
い
ま
す
。心
当
た

り
の
あ
る
方
は
、
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
申
出
期
限　

３
月　

日（
金
）

２１

▽
問
合
せ　

総
務
課
行
政
係

市
役
所
本
庁
舎
敷
地
内

　

自
転
車
置
場
の

放
置
自
転
車
を
整
理
し
ま
す

　

１
月　

日（
月
・
祝
）「
成
人
の

１４

日
」は
、ご
み
の
収
集
を
休
み
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
品
目
に
つ
い
て
は
、

地
域
ご
と
に
振
替
日
を
設
け
ま
す
。

ご
み
の
収
集
日
の
変
更

担当医師（住所）月　日

中沢　洋
（豊岡市出石町）

６日

１　
　

月

赤松　亮
（豊岡市九日市）

１３日

國屋正史
（養父市八鹿町）

２７日

※診療時間は、午前９時～午後
５時までです。

　

５
月
を
中
心
に
実
施
し
た
本
年

度
の
日
本
赤
十
字
社
社
資
募
集
に

つ
い
て
、
皆
さ
ん
に
ご
理
解
、
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、１
１
、３
７
６
、

０
５
６
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。

（　

月　

日
現
在
）

１１

３０

　

集
め
ら
れ
た
社
資
は
、
今
後
の

救
援
活
動
や
医
療
事
業
等
、
数
々

の
日
本
赤
十
字
社
運
動
を
推
進
す

る
た
め
の
大
き
な
原
動
力
の
一
部

と
し
て
有
効
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

▽
問
合
せ　

社
会
福
祉
課
地
域
福

祉
係

日
赤
社
資
募
集
に 
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【豊岡地域】

振替日該当収集地区収集品目

１月２８日
（月）

上陰、中陰、
下陰

紙製
容器包装

【城崎、日高地域】　「ごみカレンダー」を
　　　　　　　　　確認ください。
【竹野、但東地域】　振替該当品目はあり
　　　　　　　　　ません。
【出石地域】　「ごみ収集日の休みと変更
　　　　　　　の日程」を確認ください。

▽問合せ　生活環境課または各総合支所
　　　　　市民生活課

公共下水道の受益者負担金に事務処理誤りがありました
　公共下水道の豊岡処理区において、下水道の受益者負担金について、賦課漏れ、徴収猶予の更新漏れおよび賦課
徴収誤りが判明しましたので、その内容と対応等について報告します。
　このような誤りは、当時の関係部署間の連携不足、職員の法令等に対する認識不足や単純な事務処理誤りによる
もので、市民の皆様方の信頼を損ねるものであり、多大なご迷惑をおかけしたことを心からお詫びいたします。
■事務処理誤りの内容
（１）賦課漏れ・徴収猶予の更新漏れ…下水道工事の施工に伴い受益者負担金を賦課しなければなりませんが、賦

課していない土地がありました。また、下水道受益者負担金には、農地等の場合は、徴収猶予の制度があり、
３年ごとに更新処理しなければなりませんが、更新処理していない土地がありました。（期間：平成２年度と
平成４年度から平成１４年度）

　
（２）賦課徴収誤り…下水道受益者負担金は、市の条例で３年が過ぎると賦課できないと規定していますが、３年

経過後に賦課徴収している土地がありました。（期間：平成１０年度～平成１６年度）
　

■今後の対応
　今回判明した下水道の受益者負担金の賦課漏れ土地については、条例で定めている３年を過ぎているため、ま
た、徴収猶予の更新漏れ土地についても、時効（５年）によりいずれも法的には負担金を徴収することが出来ま
せん。しかし、該当者の方々に対し、これまでの経過と下水道事業は関係者全員の応分の負担によって成り立っ
ていることを説明し、受益者負担金相当額の負担についてご理解とご協力をお願いしていきます。
　また、今後このような事務処理誤りが生じないよう、事務処理方法の見直し、関係部署間の連携強化や職員研
修の徹底を講じ、再発防止に努めます。　　　　　　　　　　　　　《相談・問合せ》企業総務課料金係�２２－５３７７

備　　考受益者負担金人　数区分
１５，６５０，４６２円９６人宅　地

徴収猶予対象２１，３６４，４０１円８４人農地等
３７，０１４，８６３円１８０人計

２，９６４，１８０円受益者負担金２６人人　数
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1月の予定
市立図書館本館1月のカレンダー

土金木水火月日
54321
1211109876
19181716151413
26252423222120

3130292827
■■　は休館日です。　

＊市立図書館の資料はホームページからも検索できます。
　図書館ＵＲＬ
　　http://www３.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
　メールアドレス　toyolib@city.toyooka.lg.jp

休館日開館時間館

毎週火曜日・祝日・
図書整理日（月末）

午前１０時～午後６時
※金・土曜日は午後７時まで本館

午前１０時～午後６時
※日高分館…金曜日は午
　後７時まで

城崎・竹野
日高・出石
但東　　　

◆◆ 城　崎　分　館 ◆◆　�３２‐２５３２
お話しのこべや

１２日（土）午前１０時３０分～日　時
城崎分館　おはなしのへや場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

土曜おはなしのへや
２６日（土）午前１０時３０分～日　時
竹野分館　おはなしのへや場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

◆◆ 竹　野　分　館 ◆◆　�４７‐１５４８
第２回図書館竹野分館
新春かるた大会

１２日（土）午後２時～日　時
竹野分館　おはなしのへや場　所
児童、一般　定員３０人（先着順）対　象
プロローグ：大正琴の演奏
第１部：いろはかるた、第２部：百人一首内　容

１０日（木）まで申込期限

◆◆ 日　高　分　館 ◆◆　�４２‐１１４１
絵本からのおくりもの

１２日（土）・２６日（土）午前１０時３０分～日　時
日高農村環境改善センター　会議室（２階）場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

２６日（土）午前１０時３０分～日　時
出石農村環境改善センター　農事研修室場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ・ミニ工作など内　容

おはなし会

９日（水）午前１０時３０分～日　時
出石農村環境改善センター　和室場　所
０～２歳児とその保護者対　象
絵本の読み聞かせと絵本のアドバイス内　容

えほんのとびら

◆◆ 出　石　分　館 ◆◆　�５２‐５４８９
特別図書整理のため、２２日（火）～２４日（木）は休館します。

５日（土）午前９時３０分～日　時
高橋地区公民館場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

えほんのじかん

◆◆ 但　東　分　館 ◆◆　�２１‐９０３６
特別図書整理のため、１４日（月）～１７日（木）は休館します。おはなし会

２６日（土）午後２時３０分～日　時
おはなしの部屋（１階）場　所
幼児または児童対　象
詩・ストーリーテリング・絵本の読み聞かせ内　容

◆◆ 本　　　館 ◆◆　�２３‐６１５１

第１０回古文書講座
〈初級〉午後１時２０分～２時５０分

２０日（日）日　時
〈中級〉午後３時～４時３０分

視聴覚講演室（２階）場　所

おはなしのゆりかご
１０日（木）午前１１時～日　時
おはなしの部屋（１階）場　所
０～２歳児とその保護者対　象
絵本の読み聞かせと絵本のアドバイス内　容

いっしょにおはなし会
１０日・１７日・２４日　毎週木曜日
いずれも午前１０時３０分～日　時

おはなしの部屋（１階）場　所
３歳くらいの幼児とその保護者対　象
絵本の読み聞かせ内　容

土曜としょかん
～新しい一年が始まるよ～

１２日（土）午前１０時１０分～１１時３０分日　時
おはなしの部屋（１階）・工作交流室（２階）場　所
５歳以上対　象
ころころネズミ（紙工作）・ストーリーテリング・詩・
絵本の読み聞かせ内　容

２０人（先着順）定　員
１１日（金）まで申込み
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1月の予定 
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのさまざまな活動をしています。 
　参加費は無料でどなたでも参加できます。 
※詳細は各センターに問い合わせください。 
※定員があるものについては、事前に申し込みください。 

竹野子育てセンター　　４７-２０３０ 

但東子育てセンター　　５４-１１１０ 

１５日（火）午前１０時～１１時３０分日　時
竹野子育てセンター場　所
就学前の子どもとその保護者対　象
持ち寄った鏡もちで雑煮づくり内　容
親子で食べれるだけのもち、お茶持ち物

鏡開き

お正月遊び
９日（水）午前１０時～１１時３０分日　時
但東子育てセンター場　所
就学前の子どもとその保護者対　象
折り紙のたこ作り、福笑い　ほか内　容

出石子育てセンター　　５２-６１８８ 
伝承遊び

２１日（月）午前１０時～１１時３０分日　時
出石子育てセンター集合場所
就学前の子どもとその保護者対　象
コマ作り、お手玉遊び、親子かるた大会内　容

親子３Ｂ体操
３０日（水）午前１０時～１１時３０分日　時
出石子育てセンター場　所
就学前の子どもとその保護者　２０組程度（先着順）対　象
日下部史子さん講　師
２５日（金）申込期限

日高子育てセンター　　４２-４６１０ 

子育てミニ講話
２５日（金）午前１０時３０分～１１時日　時
きっずらんど（日高総合支所３階）場　所
就学前の子どもとその保護者対　象
保健師による講話「子どもの困った行動について」内　容

絵本の読み聞かせの会
１８日（金）午前１０時３０分～１１時日　時
きっずらんど（日高総合支所３階）場　所
就学前の子どもとその保護者対　象
絵本の読み聞かせ内　容

２２日（火）午前１０時～１１時３０分日　時
竹野子育てセンター場　所
就学前の子どもとその保護者対　象
みんなで楽しく歌おう内　容

わいわいコーラス

２９日（火）午前１０時～１１時３０分日　時
竹野子育てセンター場　所
就学前の子どもとその保護者対　象
臨床心理士　賚　純雄さん講　師

子育て座談会

子育て総合センター　　２４-４６０４ 
（ＪＲ豊岡駅前アイティ７階） 

どよう広場
毎週土曜日　午前１０時３０分～１１時（第４土曜日
は１１時３０分まで）日　時

子育て総合センター　子育て学習室場　所
子育て中の親子対　象
絵本の読み聞かせ・紙芝居内　容
２６日（第４土曜日）は『どようファミリー広場』で、読
み聞かせの他に親子遊びもします。お父さんの参
加をお待ちしています。

その他

ほっとたいむ
７日（月）・１７日（木）午前１１時～１１時１５分日　時
子育て総合センター　ふれあい広場場　所
子育て中の親子対　象
童謡などを一緒に歌う内　容
お子さんの身長や体重の計測もします。その他

おやこふれあいたいむ
２８日（月）午前１０時３０分～１１時日　時
子育て総合センター　ふれあい広場場　所
子育て中の親子対　象
紙芝居を見たり、お手玉をします。内　容

なかよし広場
１１日（金）午前９時３０分～１１時３０分日　時
豊岡市民プラザ　ほっとステージ場　所
２歳ぐらいまでの乳幼児とその保護者、妊婦対　象
親子の自由遊びや交流、計測や子育て相談内　容

どようファミリー広場スペシャルデー
１９日（土）午前１０時３０分～１１時３０分日　時
子育て総合センター　ふれあい広場場　所
就学前の子どもとその保護者　２５組（先着順）対　象
親子のふれあい遊び内　容
オフィス遊ｉｎｇ　太田詳次郎さん講　師
７日（月）～１７日（木）申込期間

城崎子育てセンター　　３２-４６６６ 

手作りおもちゃ講座
１月１６日（水）午前１０時３０分～１１時３０分日　時
城崎子育てセンター場　所
乳幼児とその保護者対　象
色画用紙と牛乳パックのコマ作り内　容
はさみ・ボンド持参物
１５日（金）申込期限

絵本の読み聞かせ
２４日（木）午前１０時３０分～１１時日　時
城崎子育てセンター場　所
乳幼児とその保護者対　象

親子の集い
２３日（水）午前１０時３０分～１１時３０分日　時
城崎健康福祉センター　多機能ホール場　所
乳幼児とその保護者　４０組（先着順）対　象
「わくわく劇場」歌、手遊び、体操内　容
小町　正さん、榎本秀樹さん講　師
１８日（金）申込期限
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施　設　の　イ　ベ　ン　ト 施　設　の　イ　ベ　ン　ト 

出石文化会館ひぼこホール
�５２‐６２２２　ＦＡＸ５３‐２１３１　（月・火曜日休館）

■第３５回　兵庫県アンサンブルコンテスト
一般・大学・職場の部

　１月２０日（日）　開演９：５０（開場９：３０）
◇内　容　関西アンサンブルコンテスト出場に向け、

県内各地から集まる６９チームが熱演します。
◇入場料　１，０００円
◇問合せ　兵庫県吹奏楽連盟事務局
　　　　　（但東中学校内　吉谷さん）　�５４－１１５５

■北野タダオ＆アロージャズオーケストラ
with 布施　明

市民会館
�２３‐０２５５　ＦＡＸ２４‐０９５２　（火曜日休館）

豊岡市民プラザ（ＪＲ豊岡駅前アイティ７階）
�２４‐３０００　ＦＡＸ２４‐３００４　（火曜日休館）

　１月１２日（土）
　　開演１９：００
　（開場１８：３０）
◇場　所
　ほっとステージ
◇出　演
　たんたん落語会・た
　んたん落語笑年団
◇入場料　全席自由
　　　　　一般５００円　高校生以下・６５歳以上３００円
◇託　児　託児（１歳半～就学未満）を希望の方は、１２

月２７日（木）までに申し込みください。
◇チケット発売中

■～初春～第５回　プラザ寄席「ふれ愛亭」

　日本を代表するジャズビッグバンド「北野タダオ＆
アロージャズオーケストラ」と抜群の歌唱力を誇る実力派、
布施　明を迎えてのスペシャルライブです。

　２月２９日（金）開演１８：３０（開場１８：００）
◇入場料　指定席４，０００円　自由席３，５００円
　（友の会は各３００円引き、当日券は各５００円増）
◇チケット発売中（各プレイガイドでも購入できます）

　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、
交流サロンを利用して、毎月１回程度コンサートを
開催しています。気軽にお立ち寄りください。

　１月１４日（月・祝）　開演１４：００
◇場　所　交流サロン
◇出　演　生田流箏曲双龍会日高支部
◇曲　目　合奏曲六段、ことうた～日本の歌～、さく

ら・２１　ほか
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。音
楽活動の発表の場として利用ください。

■第４２回サロンコンサート

春歌亭丹馬 三遊亭楽団治

　懐かしの名作を、迫力あるスクリーンでお楽しみ
ください。

　２月７日（木）～１１日（月・祝）
　開演１４：００／１９：００（１日２回上映）
　《プログラム》
　７日（木）「嵐を呼ぶ男」
　８日（金）「人生劇場　飛車角と吉良常」
　９日（土）「沓掛時次郎　遊侠一匹」
　１０日（日）・１１日（月・祝）「悪名」
◇場　所　ほっとステージ
◇入場料　全席自由　一般３００円　高校生以下１００円
　　　　　（全日共通、１回限り有効）
　　　　　全プログラム通しチケット
　　　　　一般１，０００円　高校生以下３００円
◇託　児　託児（１歳半～就学未満）を希望の方は、１

月２８日（月）までに申し込みください。
◇発売開始日　１月４日（金）　
※上記２つのチケットは、市民プラザのほかに、市民会館、
図書館、城崎・竹野・日高地区公民館、ひぼこホール、
但東市民センターでも購入できます。

■プラザ　シネマ　ウィーク

■～市民プラザほのぼの企画～
「新春家族歌合戦」

　豊岡市ホールスタッフクラブとの共催企画第１弾
として、家族で参加する楽しい歌合戦を開催します。

　１月２０日（日）　開演１４：００（開場１３：３０）
◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　公募の家族３０組程度
◇入場料　無料
◇託　児　託児（1歳半～就学未満）を希望の方は、

１月１０日（木）までに申し込みください。

■「第九」テレマン室内管弦楽団演奏会
　テレマン室内管弦楽団によるバロック音楽の演奏の
ほか、市内の小･中学生で｢第九｣合唱団を結成し、但
馬初の児童生徒による、ベートーヴェン｢第九 ｣合唱も
行います。

　３月１６日（日）開演１４：００（開場１３：３０）
◇曲　目　ヴィヴァルディ「四季」　ほか
◇入場料　指定席２，０００円
　　　　　自由席（大人）１，５００円（高校生以下）１，０００円

（友の会は各３００円引き、当日券は各５００円増）
◇発売開始日　友の会１月１２日（土）
　　　　　　　一　般１月１９日（土）
　　　　　　　（各プレイガイドでも購入できます）

アロージャズオーケストラ
布施　明 北野タダオ
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月の主な行事 

平成２０年 

1
JANUARY

平成１９年１２月１日現在（前月比） 

豊岡市の人口 
合　計 

男　性 

女　性 

世帯数 

人 

人 

人 

世帯 

91,057 

43,655 

47,402 

31,881

（－73人） 

（－44人） 

（－29人） 

  （＋20世帯） 
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後後後後後後後後後後後

記記記記記記記記記記記

元旦

●但馬国府・国分寺館　第１２回企画展
　　「瓦礫の考古学－瓦礫の山に蓮華咲く－」

（～１月１５日、但馬国府・国分寺館）
●日本・モンゴル民族博物館　第３８回企画展
「豊岡の文化財Ⅴ節句－

子の成長を願う但馬の年中行事 ｣
（～４月８日、日本・モンゴル民族博物館）

（火）１

（水）２
●コウノトリ文化館　新春特別開館

（～４日、コウノトリ文化館）
（木）３

●豊岡市賀詞交換会（１１：００～豊岡市民プラザ）（金）４
（土）５

●豊岡消防団出初式（９：００～市民体育館）
●竹野消防団出初式（９：３０～竹野中学校体育館）
●但東消防団出初式（９：３０～但東市民センター）
●城崎消防団出初式
（１０：００～城崎小学校、１１：００～城崎総合支所）

（日）６

●出石消防団出初式（９：３０～出石中学校体育館）（月）７
（火）８
（水）９

●宵田十日えびす（日高町宵田 日枝神社）（木）１０
●行政書士による無料市民法務相談

（１３：００～市民会館）
（金）１１

●～初春～第５回　プラザ寄席「ふれ愛亭」
（１９：００～豊岡市民プラザ）

●但馬芸術文化会議　第７回　チャリティー
小品展（～１３日、市民会館）

●豊岡市民スキー教室
（～１３日、万場高原スキー場）

（土）１２

●平成１９年度　豊岡市成人式（１３：３０～市民会館）（日）１３

成人の日

●新春かるた大会（９：００～城崎地区公民館）
●第４２回　サロンコンサート

（１４：００～豊岡市民プラザ）
●田ノ口賽の神まつり～大わらじ奉納～

（日高町田ノ口）

（月）１４

（火）１５
（水）１６
（木）１７

●母子家庭等特別相談（市民会館）
●第３回　危険物取扱試験養成講習会

（１０：００～市民会館）

（金）１８

●司法書士による市民生活無料相談会
（１３：００～じばさん但馬）

●認知症（予防）高齢者音楽会
（１４：００～グループホーム　アネシス）

（土）１９

●第３５回　兵庫県アンサンブルコンテスト
　一般・大学・職場の部

（９：５０～出石文化会館ひぼこホール）
●新春家族歌合戦（１４：００～豊岡市民プラザ）

（日）２０

（月）２１
（火）２２
（水）２３

●但馬国府・国分寺館　第１回特別展
　｢遥かなる平城京－都のくらし、但馬の
くらし－｣（～３月７日、但馬国府・国分寺館）

（木）２４

（金）２５
●竹野人権学習のつどい「ふれあいヒュー

マンライツ ｣（１３：３０～竹野地区公民館）
（土）２６

●第８回　神鍋高原歩くスキー遠足
（９：００～アップ神鍋周辺）

（日）２７

（月）２８
（火）２９
（水）３０
（木）３１
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２９ 

市街地 
（豊岡） 

し がい ち 

　このコーナーでは、豊岡市内に 
ある２９地区の宝を紹介してきまし 
たが、今回が最終回です。 

Ｊ
Ｒ
豊
岡
駅 

西花園 桜木 
小田井 

花園 
高雄 亀山 

滋茂 円山 

中 

寺 

久保 
大開東 

生田東 

永楽 寿 

大開西 

生田西 

御陵 

本 

宵田 

豊田 

大磯 

立野 

西本 

三坂 
旭 

桜通 京口 

城上 

小尾崎 

新 

円
　
山
　
川 

立野大橋 

堀川橋 

旧豊岡県庁の門 

神武山   
（豊岡城跡） 

達徳会館 

豊岡小学校 

但馬労働 
基準監督署 
但馬労働 
基準監督署 豊岡公共職業 

安定所 
豊岡公共職業 
安定所 

県立豊岡総合 
高等学校 

兵庫県豊岡 
総合庁舎 

近畿地方整備局 
豊岡河川国道事務所 

国道４２６号 
　ロータリー 

近畿地方整備局 
豊岡河川国道事務所 

豊岡地区公民館 
市民体育館 

豊岡市役所 
南庁舎別館 

国道４２６号 
　ロータリー 

図書館 
本館 

神戸地方裁判所 
豊岡支部 

神戸家庭裁判所 
豊岡支部 

県立豊岡 
高等学校 

豊岡市民会館 

豊岡健康福祉 
センター 

総合体育館 

豊岡南中学校 

豊岡市役所 

426

市街地 市街地 

●地区のいわれ
　市街地は、豊岡藩の城下町から豊岡町となり
広がってできた地区です。地区内には、市役所
をはじめ、主な公共施設があり、福祉、教育、文化、
体育などの行事に地域住民が集い、また、店舗
や住宅が建ち並び、市の中心になっています。

●主な公共施設
・豊岡市役所・図書館本館・豊岡健康福祉セン
ター・豊岡地区公民館・豊岡小学校・豊岡南中
学校・県立豊岡高等学校・県立豊岡総合高等学
校・豊岡市民会館・市民体育館・総合体育館・
兵庫県豊岡総合庁舎・神戸地方裁判所豊岡支
部・神戸家庭裁判所豊岡支部・近畿地方整備局
豊岡河川国道事務所・但馬労働基準監督署・豊
岡公共職業安定所

豊岡市 

▲旧豊岡県庁の門
　本区には、旧豊岡県庁の門（昭
和５２年１１月に市文化財に指定）が
あります。門は、明治３年に当時
の久美浜県の県庁建設に伴って造
られたもので、翌年、豊岡県に合
併された際に移築されました。高
さ７．６ｍの総欅造りの脇戸付薬医
門です。

▲神武山（豊岡城跡）
　本区には、天正８年（１５８０年）に宮
部善祥房が築いたとされる豊岡城
（亀城）跡がある標高５０ｍの神武山が
あります。山は遊歩道が整備され、
山頂には公園があり、四季折々の風
景が楽しめます。

市街地
●行政区数　３１区
●人口　１０，３２３人
　男性　　４，７５５人
　女性　　５，５６８人
●世帯数　４，１８２世帯
（平成１９年１２月１日現在）

●行政区
・ 桜通 ・

さくらどおり
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▲国道４２６号ロータリー
　西花園区と寿区には、近畿の国道で
は唯一のロータリーがあります。ロー
タリーの中央には、豊岡地域の上水道
の敷設に多大な貢献をされた中江種造
翁の銅像があります。

▼豊岡市役所南庁舎別館
　大開東区には、豊岡市役所南庁舎
別館（平成１８年１２月に国登録有形文
化財）があります。建物は、昭和９
年に昭和の名建築家・渡邉節の設計
によって兵庫県農工銀行豊岡支店と
して建設されたもので、鉄筋コンク
リート造２階建て、建築面積４９５㎡
です。

▼達徳会館
　豊岡高等学校には、達徳会館
（昭和４４年６月に市文化財に指
定）があります。建物は、明治２９年
に兵庫県豊岡尋常中学校本館とし
て建設されたもので、昭和１６年、
同窓会館として移築されました。
木造２階建て、建築面積１９５㎡ の
寄棟造桟瓦葺きです。


